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１．はじめに

「ゴジラ展　大怪獣、創造の軌
あし

跡
あと

」（以下、「ゴジラ展」）は、北海道立近代美術館と北海道新聞社の企画協力の 

下、福岡市美術館（以下、当館）にて 2016 年 7月 15日～ 8月 31日に開催された。当館は同年 9月 1日より

リニューアル工事のための休館に入ったので、「ゴジラ展」は休館前最後の特別企画展となった。

『ゴジラ』は国内外で知られる特撮映画の金字塔であり、1954 年の第 1作以降、全 28作が製作されてきた。

2004 年の『ゴジラ FINAL WARS』で東宝製作のゴジラシリーズは一旦終了ということになり、2014 年には米

国レジェンダリーフィルムが『GODZILLA』を製作し、世界中でヒットした。米国製ゴジラもシリーズ化が決定

しているが、国内でも人気再燃の兆しがある。それはいうまでもなく 2016 年 7月に公開された『シン・ゴジラ』

の大ヒットのことである。12年ぶりに製作される国産ゴジラ映画の総監督を、アニメ作品で知られる庵野秀明

が務めるということでファンの間での前評判が高かったが、その内容、デザインともに期待に違わないどころか、

いい意味で前評判を裏切るものとなり、邦画における特撮作品の可能性を示した作品となった。そして、「ゴジラ」

というキャラクターとコンテンツが、根強い人気を未だ持ちつづけていることを私たちに実感させた。

「ゴジラ展」は、こうした長い歴史を持つ特撮映画の歴史をひもとき、映画制作を支えたクリエーターにも焦

点を当てながら、そのデザイン原画やイラストレーション、そしていうまでもなく現存する撮影用のスーツやミ

ニチュア、そして貴重なドキュメント写真など総計 655 点もの作品や資料を一堂に展示した。企画の任に当たっ

たのは、北海道立近代美術館学芸員（現・北海道立三岸好太郎美術館副館長）の中村聖司であり、メインの作品

調査とその選定、章構成、ほとんどの解説文、作家略歴等の執筆を中村が行った。筆者は中村の調査に 2回同

行してその補佐を行い、また全 28作のストーリー紹介、円谷英二らの略歴など、中村により割り振られたいく

つかの解説文を執筆した。

しかし、残念ながら諸般の事情で図録は作成しないことになり、後述する 2章に出品された三池敏夫の記録

写真とデザイン原画で構成した小冊子「特撮現場」を発刊するにとどまった（企画・編集・制作：株式会社キュ

レイターズ、発行：北海道新聞社）。従って現状では、展覧会の内容を振り返ることが困難であるので、本稿に

て展示内容を記しておきたい。「ゴジラ展」の展示構成については、（株）ツカサ創研より展示デザイン原案が提

出され、これをもとに当館含む実行委員会で検討して決定した。もとより展示作品数が多かったので、多くの壁

面を追加し、迷路のような会場となったが、作品の展示順については、おおむね、中村作成の作品リストに沿っ

たものとなっている。

２．展覧会の概要について

（１）プロローグ

歴代ゴジラ映画に登場するゴジラのポートレート写真パネルと、各映画のポスター写真にあらすじを付したパ

ネルを組み合わせ、それを年代順に展示して本展の導入とした。1章、2章で取り上げることとなっている『ゴジラ』

（第 1作、1954 年）と、『ゴジラ×モスラ×メカゴジラ　東京 SOS』（第 27作、2003 年）については、そのストー

リーは各章パネルで詳述されるため、ゴジラポートレート写真の展示のみとした。
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一見同じように見える歴代ゴジラの顔つきが、時に

わずかに、時には大胆に変更を加えられていることが

ここで示された。人類の脅威となって現れたゴジラが、

途中で人間の味方をするようになってからは目も大き

く、体つきも人体に似た風情となる。1984 年の『ゴ

ジラ』からは再び人類の脅威となって凶暴さを備えた

顔に戻り、これ以降のゴジラは凶悪な巨大生物として

の特性を帯びていく。そうした変化があることを観客

に知らせるとともに、あらすじを示して 28 作の歴史

とその内容をここで把握していただくこととした。28

作全てを見てその公開年やストーリーを理解している観客はさほど多くはないと思われたので、このコーナーは

展示を見る前の「予習」の場所として機能した。

（２）1章　ゴジラの誕生

●対象作品＝『ゴジラ』（1954 年 11 月 3日公開）

●登場する主な特撮スタッフ（すべてパネル展示）

　田中　友幸（1910-1997　大阪府生まれ。映画プロデューサー）

　本多猪四郎（1911-1993　山形県生まれ。映画監督）

　円谷　英二（1901-1970　福島県生まれ。特撮監督）

　伊福部　昭（1914-2006　北海道生まれ。作曲家）

　利光　貞三（1909-1982　大分県生まれ。彫刻家）

　渡辺　　明（1908-1999　福井県生まれ。美術監督）

第 1作の『ゴジラ』はすべてのゴジラ映画の「原点」である。1章では『ゴジラ』の内容と制作の舞台裏を、

現存する資料と写真パネルで紹介した。

現存する現物資料が少ないため、パネル展示が多用された。いずれも『ゴジラ』制作を知る上で重要なドキュ

メントである。その内容を大別すれば、①ゴジラのスーツ制作過程と、そのためのひな形制作の記録写真、②映

画撮影中のスナップ写真（ロケハン写真含む）、③映画広報用スチル、④『ゴジラ』制作に最も貢献した 4人―

田中友幸プロデューサー、本多猪四郎監督、円谷英二特撮監督（この時点では「特殊技術」）、作曲家の伊福部昭

の紹介、となる。

写真は、関連書籍等で紹介されている物が多いため、マ

ニアックなファンにはすでにおなじみかもしれなかった

が、解説を付された状態で見れば、書籍からの伝わり方と

はまた別格の印象がある。また一方、「ゴジラ展」と聞いて、

アトラクション的な内容を期待して来館した鑑賞者にとっ

ては、「ゴジラ」シリーズの原点＝原典としての本作品の

ことをつぶさに知ることのできる機会となった。

ゴジラという怪獣創造の源泉として、『LIFE』誌 1953

年 9 月 7日号（恐竜特集）、『玉川児童百科大辞典』が展

示され、そして 1954 年という時代相を感じさせるものとして、『LIFE』誌 1954 年 4月 19 日号（ビキニ環礁

水爆実験特集）、『アサヒグラフ』1954 年 3月 31日号（第五福竜丸被曝報道）、『アサヒグラフ』1954 年 10 月
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6 日号（第五福竜丸・久保山愛吉氏死去報道）が展示された。第五福竜丸事件が『ゴジラ』制作に大きな影響を

与えたことはつとに有名であり、ゴジラが「水爆大怪獣」とされる所以であるが、このコーナーにゴジラのスー

ツ自体はなくとも、スーツ制作中の写真とともにこうした当時のジャーナル誌があることで、映画制作時の同時

代的なリアリティが伝わってくる。

撮影時に使われたミニチュアなどの現物資料としては、《オキシジェンデストロイヤー》と《潜水ヘルメット》

が特筆されよう。いずれも、劇中で平田昭彦扮する芹沢博士が物語のクライマックスでゴジラを倒す際に使用し

たものである。映画を見た者ならばこの２つの出品資料の組み合わせに必ずあのクライマックスを思い出すはず

である。

他にピクトリアルスケッチの写真をスクラップしたアルバム、そして台本の準備稿など、映画制作の裏側を感

じさせる現物もできるだけ展示した。

上映当時を偲ばせる資料として、『ゴジラ』映画ポスター（当時物）の出品は必須であると筆者は考えたので、

本展では個人の所蔵家より、公開当時の映画ポスターを借

用・展示した。ゴジラ映画のポスターで、特に昭和期のも

のは当時のものがあまり残っておらず、特に第 1作のも

のは貴重である。出品したポスターはキャブトンタイアッ

プ版と呼ばれるもので、右下に、キャブトンのサイドカー

に乗った宝田明と河内桃子の姿が映っている。ちょうど同

じ場所に、福岡県八女市にかつてあった映画館「七福館」

の貼り紙がされている。映画館で実際に掲出されていたこ

とがわかる。

プロローグから 1章までは、文字解説が多いコーナーとなってしまい、来場者の反応が心配されたが、熱心

に解説を読む方々が意外にも多かった。

（３）2章　『ゴジラ×モスラ×メカゴジラ　東京 SOS』の特撮美術・デザイン・造形

●対象作品＝ 『ゴジラ×モスラ×メカゴジラ　東京 SOS』（2003 年 11 月 3日公開）

  　　　　 『ゴジラ×メカゴジラ』（2002 年 12 月 14日公開）

●登場する主な特撮スタッフ

　三池　敏夫（1961 年熊本県生まれ。特撮美術デザイナー、監督）

　西川　伸司（1964 年京都府生まれ。漫画家、イラストレーター）

　若狭　新一（1960 年東京都生まれ。造形作家）

「ゴジラ」の原点を知った後は、（ゴジラ展開幕時点で）

二番目に新しい作品である『ゴジラ×モスラ×メカゴジラ   

東京 SOS』（以下、『東京 SOS』）にフォーカスし、その制

作の裏側を紹介した。

2000 年代になると、欧米ではコンピュータグラフィッ

ク（CG）による特殊撮影が主流となっていたが（『ハリー

ポッターと賢者の石』の英国公開は2001年11月4日、『ス

ターウォーズ　エピソード２／クローンの攻撃』の米国公

開が2002年5月22日）、日本ではこの時点でも、ミニチュ

アやスーツを使った特撮が主流であり、CGはミニチュア特撮の補助として用いられていた。第 1作以来続いて
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いる日本特撮の伝統的手法の紹介は、「ゴジラ展」におい

ては、その内容の紹介と同じく重要であった。

『東京 SOS』については、本作の特殊美術を担当した三

池敏夫・特撮美術デザイナーが制作したデザイン原画と彼

自身が映画撮影の合間に撮った記録写真が多数存在してお

り、この章の中心的な作品・資料となった。

『東京 SOS』での三池の役割は、特撮美術のデザイナー

として、各種ミニチュアのデザインや舞台の発案、設計な

どである。怪獣同士の戦いで建物などが破壊されるシーン

は特撮映画の見所の１つだが、その際にミニチュアが破壊されることになっている箇所は、想定通りに壊れるよ

うにあらかじめ設計されている。こうした図面やデザイン画が本章だけで 35点出品された。この中には、三池

が関わった『ガメラ　大怪獣空中決戦』（1995 年）制作

の際に使用した東京タワーの図面もあったが、これは『ガ

メラ』の図面を『東京 SOS』にも流用したためである。

三池が『東京 SOS』撮影の折に自らデジタルカメラで撮

影した約 4000 点の記録写真から 128 点（およびドッグ

内の 3式機龍を撮影した写真 1点）が出品された。「ゴジ

ラ展」では、それらの写真をすべて壁面に出力貼りする方

式を採用した。会場デザインを担当したツカサ創研のアイ

デアを取り入れて、宇宙船のコックピットのような六角形

のコーナーに最大 6段組みで写真を貼り込んだ展示とした。デジタル写真による記録は、額に入った原画（＝「作

品」）とは異なることを示す意味でもその展示には工夫が必要であるが、今回はそこにデザイン性も加味しての

展示が実現した。

さて特撮ものの展覧会としては、撮影用のスーツの出品は欠かせない。「ゴジラ展」では合計 8体のスーツが

出品されたが、トップを飾ったのは、『ゴジラ×メカゴジラ』で使用されたゴジラスーツと、『東京 SOS』に出演

した 3式機龍（メカゴジラ）のスーツである。いずれも、造形会社モンスターズを率いる若狭新一が造形を監

修している。『ゴジラ×メカゴジラ』、『東京 SOS』のゴジラのデザインは、『ゴジラ 2000 ミレニアム』（1999 年）

に登場したモデル（デザイン画が 3章の 3-3 に出品）の頭部と背びれを小さくし、画像ソフトでアレンジした

デザインを元に造形したという（1）。メカゴジラのデザインは西川によるもので、彼は、次章で登場する『ゴジ

ラ VSビオランテ』（1989 年）で、新怪獣ビオランテのデザインを手がけて以来、ゴジラ映画の怪獣デザイナー

として活躍した。『ゴジラ×メカゴジラ』で胸部に傷を負ったゴジラ、3式機龍の頭部破損部分や、武装、そし

てモスラの翼の模様をデザインした原画 18点が展示された。

他に、３式機龍の輸送機わかさぎ、90式メーサー車の撮影用ミニチュアも出品された。

（４）第 3章　昭和・平成・ミレニアムの特撮美術・デザイン・造形

本章では、『ゴジラ』（第 1作）以降で、『東京 SOS』以外の作品 26作を対象として年代順に取り上げる。出

品数が膨大になるため、ゴジラ映画が公開された年代の区切りに従って、３つのサブセクションを設けた。

▼ 3-1　昭和期（1955 ～ 1975，1984）

●対象作品

　『ゴジラの逆襲』（1955 年 4月 24日公開）
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　『キングコング対ゴジラ』（1962 年 8月 11日公開）

　『モスラ対ゴジラ』（1964 年 4月 29日公開）

　『三大怪獣・地球最大の決戦』（1964 年 12 月 20日公開）

　『怪獣大戦争』（1965 年 12 月 19日公開）

　『ゴジラ・エビラ・モスラ 南海の大決闘』（1966 年 12 月 17日公開）

　『怪獣島の決戦 ゴジラの息子』（1967 年 12 月 16日公開）

　『怪獣総進撃』（1968 年 8月 1日公開）

　『ゴジラ・ミニラ・ガバラ　オール怪獣大進撃』（1969 年 12 月 20日公開）

　『ゴジラ対ヘドラ』（1971 年 7月 24日公開）

　『地球攻撃命令　ゴジラ対ガイガン』（1972 年 3月 12日公開）

　『ゴジラ対メガロ』（1973 年 3月 17日公開）

　『ゴジラ対メカゴジラ』（1974 年 3月 21日公開）

　『メカゴジラの逆襲』（1975 年 3月 15日公開）

　『ゴジラ』（1984 年 12 月 15日公開）（以下、第 1作と混同しないよう『ゴジラ』（’84）と表記）

●関連作品（ゴジラ映画以外）

　『空の大怪獣　ラドン』（1956 年 12 月 26日公開）

　『地球防衛軍』（1957 年 12 月 28日公開）

　『美女と液体人間』（1958 年 6月 24日公開）

　『宇宙大戦争』（1959 年 12 月 26日公開）

　『モスラ』（1961 年 7月 30日公開）

　『妖星ゴラス』（1962 年 3月 21日公開）

　『海底軍艦』（1963 年 12 月 22日公開）

　『フランケンシュタイン対地底怪獣』（1965 年 8月 8日公開）

　『ゼロ・ファイター　大空戦』（1966 年 7月 13日公開）

　『キングコングの逆襲』（1967 年 7月 22日公開）

　『日本海大海戦』（1969 年 8月 13日公開）

　『日本沈没』（1972 年 12 月 29日公開）

　『緯度０大作戦』（1969 年 7月 26日公開）

　『ゲソラ・ガニメ・カメーバ　決戦！南海の大怪獣』（1970 年 8月 1日公開）

●登場する主な特撮スタッフ

　【出品作家】  渡辺　　明（再登場）

　　　　　　  井上　泰幸（1922-2012　福岡県生まれ。特撮美術監督）

　【パネル展示】 安丸　信行（1935 年富山県生まれ。造形作家）

  　　　　　 村瀬　継蔵（1933 年北海道生まれ。造形作家）

昭和期は、特撮映画の黄金時代であるが、スーツやミニチュアなどはいうまでもなく、映画に関する資料や

作品は残存するものが少ない。ここでの主役は、井上泰幸である。福岡県古賀市の出身で、「ゴジラ」シリーズ

だけでなく、東宝特撮映画全般にわたって特撮美術に関わり、円谷英二の右腕として現場を取り仕切った。井上

が描いたデザイン原画 35点（および監修、書き込み資料 3点）には、「ゴジラ」シリーズ以外の映画の資料も

多数含まれるが、井上の東宝特撮映画への多大な貢献を考えれば、ゴジラ関連のみならずこの時期の特撮映画全
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般に触れることは必須であろう。特撮美術デザイナーとし

ての評価を飛躍的に高めた『空の大怪獣　ラドン』のロケ

ハンスケッチや写真、『怪獣総進撃』のメカデザイン原画、

ヘドラ、ムーンライト SY-3 のデザイン原画、そして昭和

ゴジラ最後の仕事となった『ゴジラ』（’84）のデザイン原

画や特撮シーンのためのセットデザインなどが展示され

た。

スーツの展示がないぶん、全高１ｍほどの《ゴジラの大

サイズの足》はその代わりとなったかも知れない。ミニチュ

アの建物を踏みつぶすための可動ギミックが仕込まれたゴジラの足首部分である。『怪獣大戦争』で使用されて

以降、『ゴジラ』（’84）、『ゴジラ・モスラ・キングギドラ　大怪獣総攻撃』（2001 年）でも使用された息の長い

撮影ミニチュアである。

また撮影用ミニチュアとして、『日本沈没』に登場した《潜水艇わだつみ》、『ゴジラ』（’84）に登場した《原

子力潜水艦》のミニチュアも出品された。これらもまた、平成期の映画でも再利用されスクリーンに登場している。

写真資料により、怪獣造形で活躍した利光貞三（再登場）、安丸信行、村瀬継蔵をパネル展示で紹介した。

福岡独自の趣向として、湯布院岩下コレクションより

『ゴジラの逆襲』プレスシート、『モスラ対ゴジラ』B2ポ

スター、『怪獣島の決闘　ゴジラの息子』B2ポスターと半

裁ポスター、『怪獣総進撃』B2ポスター、『ゲソラ・ガニメ・

カメーバ　決戦！南海の大決闘』B2ポスター、『地球攻撃

命令　ゴジラ対ガイガン』B2ポスター、『キングコング対

ゴジラ』リバイバル上映版 B2ポスター、『ゴジラ対ヘドラ』

垂れ幕を借用・展示した。この時期にポスターデザインは、

現在のものとはそのセンスが違っていて、文字の組み方、

怪獣などキャラクターの配置などに時代の様式を感じることが出来る。

『地球攻撃命令　ゴジラ対ガイガン』の絵コンテ、効果音進行表、ミュージックメモもまた、AEPm2A よりお

借りした貴重資料である。絵コンテには様々な書き込み、書き直しがあり、こうした頁ももっと紹介したかった

が、冊子状の資料は中々展示が難しい。

他に、同氏より、『衝撃波Q』という同人誌 2冊も借り受けた。これは、第 3章で登場するイラストレーター

の開田裕治が 1975 年に編集発行した同人誌である。特撮映画の黄金時代が過ぎ去り、リバイバル上映以外にそ

の映画に触れることが出来なかった時代、ファンの特撮への愛情が高じて制作された本書は、1980 年代に入る

と多数発行される同人誌の先駆といえるものである。

▼ 3-2　平成期（1989 ～ 1995）

●対象作品

　『ゴジラ vs ビオランテ』（1989 年 12 月 16日公開）

　『ゴジラ vs キングギドラ』（1991 年 12 月 14日公開）

　『ゴジラ vs モスラ』（1992 年 12 月 12日公開）

　『ゴジラ vs メカゴジラ』（1993 年 12 月 11日公開）

　『ゴジラ vs スペースゴジラ』（1994 年 12 月 10日公開）
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　『ゴジラ vs デストロイア』（1995 年 12 月 9日公開）

●関連作品

　『モスラ』（1996 年 12 月 14日公開）

●登場する主な特撮スタッフ

　【出品作家】 スタジオOX

　　　　　　 西川　伸司（再登場）

　　　　　　 大澤　哲三（1946-2010　大阪府生まれ。特撮美術デザイナー）

　　　　　　 破李拳　竜（1958 年栃木県生まれ。漫画家、スーツアクター）

　　　　　　 吉田　　穣（1959 年福島県生まれ。デザイナー、イラストレーター）

　　　　　　 横山　　宏（1956 年福岡県生まれ。イラストレーター、モデラー）

　　　　　　 若狭　新一（再登場）

　　　　　　 小林　知己（1948 年新潟県生まれ。造形作家）

       岡本　英郎（1960 年東京都生まれ。メカニックデザイナー）

　　　　　　 オガワモデリング

　【パネル展示】 川北　紘一（1942-2014　東京都生まれ。特撮監督）

平成期に入ると、昭和期と打って変わり、現物の作品、

資料の数量が格段に多くなる。映画公開から約 30年が経

過するものの、大型の撮影用ミニチュアやスーツが展示可

能な状態であったことに加え、平成シリーズの特技監督を

務めた川北紘一が、紙ベースの関連作品をしっかりと所蔵、

保管していたことが何より大きい。本コーナーの紙作品の

すべてが、川北監督の会社である（株）ドリーム・プラネッ

ト・ジャパンの所蔵となっていることには注意を向ける必

要があるだろう。

スペースゴジラのスーツ（造形：若狭新一）は、今回出品されたスーツの中で最も古いものであるが保存状態

もよく、特徴的な両肩の結晶体が独特のシルエットを作っている。今回、東宝より、いくつかの出品作品を撮影

可能としてよいとの許可を得たので、後半のクロマキーコーナー、シン・ゴジラのコーナーとともに、福岡市を

舞台に活躍した怪獣ということにちなんで、スペースゴジラのスーツは撮影出来ることとした。そのためか、来

場者に最も人気のある出品作品の１つとなった。

デストロイア（飛行体、造形：若狭新一）、モスラ（1996 年公開の『モスラ』に登場。造形：小林知己）、さ

らに急遽追加で出品された、緑色のモスラ、通称「グリー

ンモスラ」（造形：小林知己）は、天井からつり下げられ、

スペースゴジラとともにこのコーナーを活気づかせた。

ゴジラと相対峙する怪獣のデザイン画が多種多数出品さ

れた本章では、2章に続き西川伸司のデザイン原画が存在

感を放つ。元々は漫画家であった西川に、怪獣デザインの

白羽の矢を立てたのは川北であった。西川が出版した同人

誌「ゴジラ伝説」をたまたま見た川北が、その画才に注目

し、行き詰まっていたビオランテ（第二形態）のデザイン
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作業を打開すべく抜擢した（2）。これ以降、西川は、最終作『ゴジラ FINAL WARS』まで怪獣デザインを手がけ

続けることとなる。

吉田穣は、前述のスペースゴジラ、『ゴジラ vs モスラ』でモスラと共闘してゴジラを封印したバトラのデザイ

ンを行い、福岡県出身の横山宏は、対ゴジラ兵器スーパーX２をデザインした。『ゴジラ』（’84）に登場した対

ゴジラ兵器スーパーX（デザイン：井上泰幸）のフォルムを継承しつつも自身のデザインセンスで形状をリファ

インしている。ミリタリー色の強いデザインは、ゴジラの世界にリアリティを増した。

平成シリーズのすべてで特撮（特殊技術＝特技）監督を務めた川北紘一は、円谷英二や有川貞昌、中野昭慶と

いった昭和期の特技監督から直接薫陶を受け、ミニチュア特撮によるダイナミックな絵づくりを得意とした。そ

の川北の意図をくんだ多くのデザイナーたちが、新時代のヴィジョンを切り開いていったのである。多彩な顔ぶ

れの作品を紹介することで、昭和時代とは別の、華やかで時代にマッチしたゴジラの世界が創造されたことを示

した。

福岡展の独自の取り組みとして、『ゴジラ vs スペースゴジラ』関連の広報スチルや書類などをお借りし、スペー

スゴジラスーツのすぐ近くに展示し関連をはかった。これらは、1990 年代に西日本新聞社の職員で、川北監督

の九州ロケにおいて現場とのつなぎ役として活躍した田原正樹よりお借りしたものである。また、『ゴジラ vs ビ

オランテ』、『ゴジラ vs スペースゴジラ』の特大ポスター、『ゴジラ vs デストロイア』B2ポスター（生賴範義版）

を筆者個人のコレクションから出品した。

なお、展示場所としてはやや離れるが、クロマキー合成

により、来場者がゴジラと記念撮影できるコーナーを設け

た。企画したのは、本展企画協力の（株）キュレイターズ

である。システム開発に当たって、多摩美術大学准教授の

佐々木成明、システムエンジニアの金築浩より協力を得た。

仕組みを簡単に説明すると、背景写真（福岡展では、早

良区百道浜の海岸風景とした）の前に立つゴジラスーツと、

グリーンバックの前に立つ来場者を別々のビデオカメラで

撮影し、1つの画面に合成するというものである。特撮映

画やテレビなどで多用される合成手法だが、本展において一種の観客参加的要素として、そして特撮映画の紹介

の展覧会の中で、その撮影手法を経験できるコーナーとして位置づけた。

記念撮影の対象となったゴジラは、平成期最後の作品である『ゴジラ vs デストロイア』に登場したスーツで

ある。この映画に登場したゴジラは、通称「ファイヤーゴジラ」と呼ばれ、全身が赤く発光するように作られて

いたが、映画撮影終了後に赤い部分は塗りつぶされ、通常のゴジラカラーとなっている。

▼ 3-3　ミレニアム期（1999 ～ 2004）

●対象作品

　『ゴジラ 2000 ミレニアム』（1999 年 12 月 11日公開）

　『ゴジラ×メガギラス G 消滅作戦』（2000 年 12 月 16日公開）

　『ゴジラ・モスラ・キングギドラ 大怪獣総攻撃』（2001 年 12 月 15日公開）

　『ゴジラ FINAL WARS』（2004 年 12 月 4日公開）

●登場する主な特撮スタッフ

　品田　冬樹（1959 年群馬県生まれ。造形作家）

　若狭　新一（再登場）
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　酉澤　安施（1962 年青森県生まれ。キャラクターデザイナー、イラストレーター）

　西川　伸司（再登場）

　酒井ゆうじ（1958 年福島県生まれ。造形作家）

　寺田　克也（1963 年岡山県生まれ。イラストレーター）

　清水　　剛（1960 年神奈川県生まれ。美術監督）

　三池　敏夫（再登場）

1998 年に米国で公開された『GODZILLA』（トライスターピクチャーズ製作）は、ゴジラファンの期待を一身

に集めたが、いざふたを開けてみると、ゴジラとは名ばかりの巨大なイグアナのような生物が登場したため、世

界中のファンを落胆させた。こうした鑑賞者の反応を目の当たりにした東宝プロデューサーの富山省吾が、いわ

ば「本家」によるゴジラシリーズの再開を決めた。そうして製作されたのが『ゴジラ 2000 ミレニアム』である。

ミレニアム期のシリーズは、平成時代のストーリーは引き継がず、またメカゴジラの登場する 2作を除き、

各作品のストーリーや世界観が独立している点が特徴である。

新しいゴジラのデザインにあたっては、西川伸司らに

よる大胆な解釈が行われた。巨大で狂暴な生物という印象

の平成版に対して、ミレニアムゴジラの相貌は眼が大きく

なった分人間的な感じがするが口が大きく裂けており、ま

た背中のヒレが大きく描かれ、前傾姿勢となったそのシル

エットにより、俊敏で戦闘的な印象が強くなった。このデ

ザインワークは、西川伸司のほか、酉澤安施のアイデアも

出されており、また立体造形で酒井ゆうじも参加してい

る。このタイプのスーツの出品はなく写真での展示となっ

たが、西川、酉澤のデザイン原画、および酒井の立体デザインが同時に出品され、比較しながら見ることが出来た。

最新のゴジラシリーズということもあって、怪獣スーツ類は 4体出品された。ここで注目すべきは、『ゴジラ・

モスラ・キングギドラ 大怪獣総攻撃』に登場したゴジラのスーツであろう。ミレニアムゴジラとも平成版ゴジ

ラとも異なり、頭部と下半身を大きく造形され、身長も２ｍを超える、白目を剥いたゴジラスーツは、劇中の役

割そのままに狂暴で手がつけられない鬼神のごとき印象を与える。造形は品田冬樹が行った。品田は平成シリー

ズでビオランテなどの造形を手がけており、また数々の特撮番組や映画で造形の実績があった。ここでは、同映

画の監督である金子修介が品田を指名した。

ゴジラの敵役となるエイリアン、オルガ、メガギラス、メガニューラ、そしてメガヌロンはすべて西川のデザ

インによるもので、そのデザイン画も出品されている。『ゴ

ジラ FINAL WARS』におけるゴジラ最後の敵、モンスター

Xとカイザーギドラは、イラスト、漫画、ゲームの分野で

活躍する寺田克也のデザインである。

また、第 2章で特撮デザイン原画が多数出品された三

池敏夫の作品は、ここでも 18点の作品が展示されている。

『ゴジラ・モスラ・キングギドラ 大怪獣総攻撃』以降『シン・

ゴジラ』にいたるゴジラ作品で特撮デザイナーを務めた三

池の手腕は今後の評価が待たれる。



10

（５）4章　ゴジラ、そのヴィジョンの広がり

●登場する作家

　高荷　義之（1935 年群馬県生まれ。イラストレーター）

　生賴　範義（1935-2015　兵庫県生まれ。画家、イラストレーター）

　開田　裕治（1953 年兵庫県生まれ。イラストレーター）

　酉澤　安施（再登場）

　酒井ゆうじ（再登場）

この章は、ゴジラ映画制作に関わった特撮スタッフやデザイナー、イラストレーターではなく、ゴジラのイメー

ジづくりに多大な貢献をした画家やイラストレーターの仕事を紹介した。

1970 年代より、ゴジラシリーズを初めとする特撮映画の再評価がファンの間から起こり、彼らは商業ベース

ではなく熱心な観客の 1人という立場から、同人誌の編集を行ったりイラストを描いたり、ガレージキットの

制作販売を行うなどしていた。開田裕治と酒井ゆうじはその代表格である。開田は現在では「怪獣絵師」の異名

を持ち、ゴジラのみならず様々な怪獣やヒーロー、アニメのロボットなどを独自の解釈でイラストにしている。

2章の 1に特別出品されていた『衝撃波Q』は、開田が中心となって編集した同人誌の先駆的存在である。ゴジ

ラ関係の開田イラストで有名なものといえば、コンピレーション・トリビュート・アルバム「ゴジラ伝説」のジャ

ケットイラストであろう。ゴジラのほぼ全身がガラスで覆われたビルの壁面に映り込む描写は、現代的なビル群

に過去のゴジラがよみがえるイメージを強く喚起させるもので、のちの『ゴジラ』（’84）で、ゴジラが有楽町マ

リオンの横をかすめて歩行するシーンを先取りしているように思える。このイラストイメージは、このコーナー

に特別出品された《「伊福部昭　SF 特撮映画音楽の夕べ」

ポスター》（AEPm2A 所蔵）にも使われている。また同じ

く特別出品した、メーサー殺獣光線車の写真をあしらった

《「ゴジラ伝説 II」予約特典ポスター》（AEPm2A 所蔵）は、

タイトル通り、「ゴジラ伝説」の第 2弾レコードの予約特

典である。「ゴジラ伝説」は合計 4枚が発売されたが、開

田はすべてのジャケットイラストを担当しており、展覧会

には先述の第 1弾のほか、ゴジラの横顔のアップを描い

た第 3弾のジャケットイラストも出品されている。従っ

てこのコーナーは、1980 年代初頭のファンの間でのゴジラへの再評価の熱い機運の一端を示した形となった。

酒井ゆうじは、前章のミレニアム期にも登場したが、ゴジラの造形を早くから手がけたことでファンの間では

知られており、彼が原型を手がけたガレージキットを手元に置いているゴジラファンは多いかも知れない。特に、

全高 108cmを誇る《ビオゴジ》（『ゴジラ vs ビオランテ』に登場したゴジラスーツの通称）、同じく 102cmの《モ

スゴジ》（『モスラ対ゴジラ』に登場したゴジラスーツの通称）は、いまにも映画の１シーンのようにゴジラが動

き出しそうな錯覚を覚えるほどにその造形は正確で緻密であり、１ｍ強という大きさも相まって、どの記録写真

を見るよりも、ゴジラのイメージを鑑賞者に強く喚起する。ある意味で、失われたスーツの代替とすら言える存

在である。

しかし本コーナーでの特筆すべき存在は、生賴範義の絵画作品であろう。生賴は、『ゴジラ』（’84）以降のゴ

ジラ映画のポスター原画を手がけており、その原画は東宝に残されている。宮崎市を拠点に、本の表紙や挿画、

映画のポスター原画を多数描いてきた生賴だが、中でも彼を有名にしたのが『スターウォーズ／帝国の逆襲』

（1977 年）の公式ポスターであろう。2015 年に惜しくも世を去ったが、最近みやざきアートセンターで回顧展
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が開催され、再評価の兆しがある。本展では、『ゴジラ』

（’84）、『ゴジラ vs ビオランテ』、『ゴジラ vs モスラ』、『ゴ

ジラ FINAL WARS』のポスター原画 4点を出品。大胆な

構図に強烈な色彩、独特のアレンジが加えられてまさに「生

賴ワールド」といえそうな絵画世界である。生賴に原画が

発注される場合、映画脚本や怪獣デザインが固まっていな

い場合もあるが、それでも与えられた資料を基に破綻なく

まとめ上げる画力には驚嘆する他ない。

他に、高荷義之の作品 3点、酉澤安施の作品（画像編

集ソフトによるもの）17点が出品された。

（６）5章　シン・ゴジラ

●対象作品

　『シン・ゴジラ』（2016 年 7月 29日公開）

最終章は、12年ぶりの東宝製作ゴジラ映画『シン・ゴジラ』とタイアップした展示作品が並んだ。

アニメ『新世紀エヴァンゲリオン』の監督として知られ、2012 年に開催された「館長　庵野秀明　特撮博物館」

（東京都現代美術館、以後巡回）を監修して特撮への情熱を披露した庵野秀明が総監督を務めるとあって、公開

前から話題となっていた久しぶりの新作ゴジラ映画の公開日と、「ゴジラ展」の会期が重なったのは、本当に偶

然だった。『シン・ゴジラ』関係資料の出品を東宝と協議し、結果、《シン・ゴジラ　アニマトロニクス》、《東京

駅　ミニチュア》、そして《シン・ゴジラ　全身造形》の 3体が出品されることになった。このうちで必見となっ

たのは《アニマトロニクス》である。シン・ゴジラの上半身をかたどった全高 215cmもの大型の立体で、可動

機構が仕込んであり、顔や腕、指などを動かせる。『シン・ゴジラ』制作当初は、ミニチュア特撮とコンピュー

タグラフィックスが併用される予定だったが、実際にはミニチュア特撮のパートは相当少なくなり、このアニマ

トロニクスを使ったシーンも、実際に撮影はされたが、そのフィルムは使われず、CGで制作された。従って《ア

ニマトロニクス》は映画未登場の貴重な資料となった。ファンならば是非見ておかなければならない作品であ

る。東京駅は、映画のクライマックスで舞台となる場所であり、《東京駅　ミニチュア》もその劇中での壊れ方

そのままであるが、三池敏夫によれば結局このミニチュアが映画の中で使われているかどうかはわからないとい

う（2016 年 8月 11日に当館に来館した折りに筆者聞き取り）。

《全身造形》は、主要地域での『シン・ゴジラ』の広報用に東宝が制作した 8体と同じものであるが、当館に

出品されたものは、同じ型から起こした 9体目の全身造形である。しかし東宝の広報計画の都合から、この全

身造形の展示は 7月 15日当初からではなく、29日以降となり、当館における展示作業の日程との兼ね合いで、

展示は 8月 2日からとなった。《アニマトロニクス》以外は撮影可能で、これも 7月 29 日の『シン・ゴジラ』

公開日以降、ということで対応した。

（７）エピローグ

会場の最後をかざった映像作品《怪獣王福岡に現わる》は、約 1分間の映像作品である。

ゴジラが福岡の街を襲い、福岡タワーに熱線を浴びせる。その姿は福岡市美術館にも迫る。美術館から離れよ

うと逃げる人々にゴジラが迫る。やがてゴジラはその巨大なしっぽで福岡市美術館を破壊する、という内容であ

る。その最後に「ゴジラの破壊により、福岡市美術館は本展を最後に休館します。2019年春にリニューアル・オー

プン予定。乞うご期待！」とテロップが入る。福岡市美術館のリニューアル休館を印象づける演出でもあった。

（５）4章　ゴジラ、そのヴィジョンの広がり

●登場する作家

　高荷　義之（1935 年群馬県生まれ。イラストレーター）

　生賴　範義（1935-2015　兵庫県生まれ。画家、イラストレーター）

　開田　裕治（1953 年兵庫県生まれ。イラストレーター）

　酉澤　安施（再登場）

　酒井ゆうじ（再登場）

この章は、ゴジラ映画制作に関わった特撮スタッフやデザイナー、イラストレーターではなく、ゴジラのイメー

ジづくりに多大な貢献をした画家やイラストレーターの仕事を紹介した。

1970 年代より、ゴジラシリーズを初めとする特撮映画の再評価がファンの間から起こり、彼らは商業ベース

ではなく熱心な観客の 1人という立場から、同人誌の編集を行ったりイラストを描いたり、ガレージキットの

制作販売を行うなどしていた。開田裕治と酒井ゆうじはその代表格である。開田は現在では「怪獣絵師」の異名

を持ち、ゴジラのみならず様々な怪獣やヒーロー、アニメのロボットなどを独自の解釈でイラストにしている。

2章の 1に特別出品されていた『衝撃波Q』は、開田が中心となって編集した同人誌の先駆的存在である。ゴジ

ラ関係の開田イラストで有名なものといえば、コンピレーション・トリビュート・アルバム「ゴジラ伝説」のジャ

ケットイラストであろう。ゴジラのほぼ全身がガラスで覆われたビルの壁面に映り込む描写は、現代的なビル群

に過去のゴジラがよみがえるイメージを強く喚起させるもので、のちの『ゴジラ』（’84）で、ゴジラが有楽町マ

リオンの横をかすめて歩行するシーンを先取りしているように思える。このイラストイメージは、このコーナー

に特別出品された《「伊福部昭　SF 特撮映画音楽の夕べ」

ポスター》（AEPm2A 所蔵）にも使われている。また同じ

く特別出品した、メーサー殺獣光線車の写真をあしらった

《「ゴジラ伝説 II」予約特典ポスター》（AEPm2A 所蔵）は、

タイトル通り、「ゴジラ伝説」の第 2弾レコードの予約特

典である。「ゴジラ伝説」は合計 4枚が発売されたが、開

田はすべてのジャケットイラストを担当しており、展覧会

には先述の第 1弾のほか、ゴジラの横顔のアップを描い

た第 3弾のジャケットイラストも出品されている。従っ

てこのコーナーは、1980 年代初頭のファンの間でのゴジラへの再評価の熱い機運の一端を示した形となった。

酒井ゆうじは、前章のミレニアム期にも登場したが、ゴジラの造形を早くから手がけたことでファンの間では

知られており、彼が原型を手がけたガレージキットを手元に置いているゴジラファンは多いかも知れない。特に、

全高 108cmを誇る《ビオゴジ》（『ゴジラ vs ビオランテ』に登場したゴジラスーツの通称）、同じく 102cmの《モ

スゴジ》（『モスラ対ゴジラ』に登場したゴジラスーツの通称）は、いまにも映画の１シーンのようにゴジラが動

き出しそうな錯覚を覚えるほどにその造形は正確で緻密であり、１ｍ強という大きさも相まって、どの記録写真

を見るよりも、ゴジラのイメージを鑑賞者に強く喚起する。ある意味で、失われたスーツの代替とすら言える存

在である。

しかし本コーナーでの特筆すべき存在は、生賴範義の絵画作品であろう。生賴は、『ゴジラ』（’84）以降のゴ

ジラ映画のポスター原画を手がけており、その原画は東宝に残されている。宮崎市を拠点に、本の表紙や挿画、

映画のポスター原画を多数描いてきた生賴だが、中でも彼を有名にしたのが『スターウォーズ／帝国の逆襲』

（1977 年）の公式ポスターであろう。2015 年に惜しくも世を去ったが、最近みやざきアートセンターで回顧展
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撮影スタッフを以下に記す。

《怪獣王福岡に現わる》

　【監督】 渡邉　　聡（映像製作団体Move）

　【撮影】 角　　洋介 

　【音響】 大杉　佳寛

　【制作進行】 梅野陽加里 

　【演出補佐】 今岡　宏朗

　【デジタル特技監督】 吉田惇之介 

　【デジタル特技補佐】 酒井　進也

　【テロップ】 須藤　史貴 

　【作音協力】 三好　悠介

　【ゴジラパート撮影】 桜井　景一

　【ゴジラパート照明】 伊藤　　保

　【使用ゴジラスーツ】 『ゴジラ×メカゴジラ』（2002 年）

　【協力】 東宝、東宝映像美術、レッド・エンタテインメント・デリヴァー、福岡フィルムコミッション、

　　　　 北九州フィルムコミッション

　【製作】 ゴジラ展実行委員会

本作品は、福岡展実行委で制作されたオリジナル映像である。

この映像作品のそもそもの発端は、「ゴジラ展」のための PR方法を、実行委員会メンバーで検討している時

にさかのぼる。2016 年初頭のことである。効果的な CMを作れないかという話題から、次第に展覧会場で上映

する特別映像の制作へと話がすすんだ。

九州大学芸術工学部准教授の上岡玲子より、ゴジラ展に関連して AR（拡張現実）を用いたコンテンツが作れ

ないかと相談された折り、同大の学生である渡邉聡を実行委事務局に紹介されたことで、この話の実現可能性が

高まった。彼は、映像製作団体Move 代表を務め、『シン・ゴジラ』の特撮現場にも関わっていた。両親の影響

で幼少期より特撮作品に親しんでおり、特撮現場で働くことを夢としていた。2016 年 4月、彼を監督にして、

実際にゴジラスーツを使ってオリジナル映像を撮影することが決まり、そこから CMとポスターチラシ用の静止

画像を作ることも決まった。

2016 年 4月 4日、福岡および北九州の各フィルムコミッション協力で集められたエキストラ 85人に出演い

ただき、襲来したゴジラから逃げ惑う様子を当館エスプラナード（当館２階広場）で撮影した。同月 8日には、

東京・世田谷区の東宝スタジオにて、ゴジラスーツ（『ゴジラ×メカゴジラ』で使用されたもので、本展 2章に

出品されたものと同一のスーツ）を使い、過去のゴジラ映画で撮影監督を歴任した桜井景一、同じく照明担当の

伊藤保がそれぞれ撮影と照明を担当して短編映像撮影が行われた。

『シン・ゴジラ』においては、人が入って演技するゴジラのスーツは使われなかったので、本作品は、現時点での、

スーツとスーツアクターを使って撮影された最新のゴジラ映像、ということになる。

「ゴジラ展」のチラシ、ポスターに使われている、当館を今にも破壊せんとするゴジラの姿をとらえたメイン

ビジュアルは、この映像から書き出された画像データを元に渡邉が制作したもので、この画像を使って福岡のグ

ラフィックデザイナー植松久典がデザインを行って完成した。福岡展限定のグッズとして販売された B全ポス

ター（口絵１）は、ゴジラの足下で当館が今まさに崩壊しようとしている。「福岡市美、壊滅ス。」と太字の明朝
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体であしらった。これは当初「ゴジラ展」広報用ポスターのキャッチとして使おうとしていたものである。

また、会場用映像制作の過程で、同じ映像素材をもとに 15秒のテレビ CMも制作され、実行委を構成する各

テレビ局（KBC 九州朝日放送、テレビ西日本、TVQ九州放送）が使用したほか、YouTube にもアップされた。

以上が、「ゴジラ展」の展示内容とその構成である。

３．特別バックヤードツアー

会期中は、講演会などを含む様々な関連事業が開催されたが、ここでは、8月 2日～ 6日に開催された特別バッ

クヤードツアー「Godzilla meets ‘F’ Museum」について記しておきたい。

このイベントは、当館でしばしば行われている舞台裏

の施設見学（バックヤードツアー）という形式をとるが、

少々変わっているのは、架空の装置である「ミュージアム

アーカイブリーダーβ」（以下リーダー）を使うことであ

る。このリーダーを通して作品や美術館施設の一画を覗い

てツアーを行っているうちに、想定外の異常事態をこの

リーダーが検知する。館内バックヤードから屋外、そして

屋上と進み、最後はエスプラナードに出たときに、ゴジラ

と遭遇する、という内容である。このイベントは、九州大

学芸術工学部上岡研究室、東京大学大学院廣瀬・谷口・鳴海研究室が協力したが、中心は、九大の上岡玲子准教

授である。彼女はヴァーチャルリアリティの研究者で、タブレットを用いた ARのアプリケーションにより、タ

ブレットに映る画像と、これを通して見た風景が一致した時に、画面上にある反応が起こる、というものである。

白衣を着た上岡研究室の学生たちが、参加者に対してリーダーの使い方などを簡単にレクチャーした後、当館 1

階常設展示室内で所蔵展示作品をリーダーを用いて鑑賞することから始め、次にバックヤードに入り、空の彫刻

台をリーダーで覗く。その折、リーダーにノイズが入ったため、館内外に異常がないかどうかを確認するためト

ラックヤードから外にでて、美術館裏側の木々の間から空にリーダーを当てる。するとカラスなどの鳥が多数飛

んでいる画像が見られる。再度館内に入り、中央監視室の計器をリーダーで覗くと、異常な動きを検知する。空

調機械室に入ったときに、異常音が聞こえたので、今度は屋上に出て、そこからリーダーをかざすと、巨大な足

跡がエスプラナードに残されている画面が見える。慌てて屋上からエスプラナードに降りて、空に向かってリー

ダーをかざすと、美術館南側から海側に向かって熱線が空をかすめる。その熱線の元である南側（この場合は美

術館の建物側）に振り向いて、美術館二階部分に向かってリーダーをかざすと、前章で詳述した特別映像の一部

が現れ、ゴジラがしっぽで美術館を破壊するシーンが現れる、というものである。

夏休みなどにしばしば開催するバックヤードツアーの形式をとりつつ、非日常的な風景を体験できるこのイベ

ントは、ARの美術館における利用法や、映画作品と現実空間のシンクロによる観光案内への応用など、様々な

ヒントを提供している。様々な場所で暴れ回ったゴジラというキャラクターの特徴をうまく引き出したイベント

であった。

４．音声ガイド

音声ガイド自体は展覧会の内容をガイドするアイテムとして珍しい物ではないが、特筆すべき点は、そのナ

レーターを、ゴジラフリークとして知られる俳優の佐野史郎にお願いしたことである。（株）カセットミュージ
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アムを通じて打診し、本人より快諾を得た。その後、佐野より、ゴジラについての彼自身の思いを綴ったレポー

トが筆者の元に Eメールで届けられた。それは主に第 1作の『ゴジラ』および後続の初期東宝特撮映画に関す

るものであった。雑誌やテレビなどでその知識を披露することがある佐野が、独自の研究を深めていることは予

想されたが、相当の知識を持っていて、それは彼のゴジラ映画についての強い思い入れに裏打ちされていること

が、そのレポートから伝わってきた。そういった人物が読む音声ガイドとなると、それなりの内容にしなければ

意味がないし来場者も納得しないだろうと筆者は考え、特に実物作品の少ない 1章を中心に、あまり長くなら

ないようにしつつ、なおかつ踏まえるべきポイントを抑え、さらに展覧会場のキャプションの内容と重複しない

ような原稿を準備した。これをベースに、佐野本人と何度かのやりとりを経て完成原稿とした。

佐野には、8月 27日に来館していただき、緊急特別トークショーを開催した。

なお、この音声ガイドは巡回先では使用されていない。

５．おわりに～実現しなかった「実物大ゴジラ」

以上、ゴジラ展（福岡展）の内容を振り返り、詳述することで展覧会の概要の記録とした。

最後に、「ゴジラ展」で実現がかなわなかったプロジェクトを紹介して結びとしたい。

それは、「実物大ゴジラ」の制作である。実現すれば、頭部としっぽの一部が当館屋上に設置され、来館者を

睥睨することになっただろう。

これは「ゴジラ展」の発案者である当館副館長である中山喜一朗のアイデアである。「ゴジラ展」の実行委員

会を作るために、地元新聞社、テレビ局に提出された展覧会の企画概要は 2013 年 12 月には作られており、そ

の中に実物大ゴジラのことがすでに記されている。

企画書より一部を引用しよう。

「ゴジラ」の展覧会で、誰もが本当に見たいのは、リアルな大きさの「ゴジラ」である。本展覧会では、これ

を実現する計画である。

■制作手法

 制作は、細部の質感まで再現できるリアルバルーンを用いる。大きさは、初代ゴジラ（50 メートル）の肩か

ら頭部にかけての部分を高さ 10 メートル、尻尾を同じく高さ 10 メートルで再現する。この実物大ゴジラは、

あくまでも展覧会出品作品と位置付ける。

■演出

 設置は美術館屋上とし、内部にＬＥＤ照明を仕込んで目玉や背びれ、体全体を光らせる。また、ＡＲを用い、

ゴジラの光線や空爆によるミサイル爆破などの映像と音響をモバイルで提供する。

この「実物大ゴジラ」がもし実現していたら、架空の怪獣であるゴジラという存在を体感できたかもしれない。

映画撮影では、ゴジラはスーツアクターが撮影用スーツを着込んで演技を行い、これをミニチュアなどと組み合

わせて撮影することで、迫力ある映像が生まれる。そうしてスクリーンに現れるゴジラは、日本列島を蹂躙する

全高 50mもの「巨大不明生物」であるが、だがすでに私たちは、実際にはそのゴジラがスーツに人が入って演

技することで生まれるものであることを知っている。展覧会に出品されたゴジラの各種スーツは確かに映画に使

われた「本物」ではあるが、巨大な怪獣という存在そのものではないのだ。

ゴジラの映画関係資料や作品が数多くならんだ会場で見る「実物大ゴジラ」の見え方は、はたしてどのような

ものになったであろうか？奇しくも今回は、当館を舞台にしたゴジラの特別映像を作ることが出来たので、結果
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的にこの映像が「等身大ゴジラ」を代替することとなった。

現在、美術のみならず様々な内容の展覧会が開かれるようになり、貴重な資料などがかなり紹介されるように

なった。が、次世代の展覧会の在り方として、そろそろ新しい展示方法や内容が出てきても良いように思う。そ

れが具体的にどういったものであるかは、今のところ筆者にはすぐに妙案は浮かばないが、今回の「ゴジラ展」

における「実物大ゴジラ」はその試金石となったかも知れなかったと思い、末尾に記し、本稿を閉じたい。

（文中の敬称はすべて省略した）

 （やまぐちようぞう　福岡市美術館学芸課係長）

〈註〉

（1） 『ゴジラ× 3式機龍　コンプリーション』、ホビージャパン、2016 年、pp.56 － 57 

（2）  西川伸司「ゴジラ狂時代」『ゴジラと特撮美術の世界展　THE ART OF GODZILLA』（図録）、

 有限会社デジタルノイズ、2015 年、pp.150 － 194
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１．はじめに

本稿は、福岡市美術館が所蔵するアニッシュ・カプーア《虚ろなる母》の輸送のための一時的な強化処置につ

いて記録・報告するものである。

アニッシュ・カプーアはインド・ボンベイ出身の彫刻家である。これまでに数々の賞を受賞（1）しており、世

界的に注目されている作家の一人である（2）。ロンドンのホーンゼイ芸術大学卒業後、チェルシー・カレッジ・オブ・

アート・アンド・デザインで学んだ。トニー・クラッグらによって 80年代に登場したニュー・スカルプチュア

の彫刻家の一人として位置付けられ、現在はロンドンを拠点にして制作活動を行っている。処置対象となる本作

品は、1989-90年に制作されたシンプルな椀型フォルムが特徴的な作品である（口絵２）。鮮烈な青色が際立つが、

内側は光が当たらないため内側にいくほど黒に近い深い青色へと徐々に変化し、まるで吸い込まれていくように

錯覚させる。1990 年に開催された「イギリス美術は、いま」展で出品され、1991 年から当館で収蔵し現在に

至る（3）。

2016 年 9月 1日より福岡市美術館はリニューアルのため休館した（4）。改修工事に先立って美術資料の引越

作業が進められ、多くの作品が外部の美術館・博物館へ輸送された。その一つとして、本作品が休館中の展示活

用を目的として福岡アジア美術館への長期貸出が提案された。輸送するためには、それに耐えられるだけの強度

が求められる。しかし、作品はグラスファイバーに顔料という技法の記載の通り、塗布された顔料層は脆く、そ

のまま固定器具を接触させることは作品を覆う顔料そのものの損傷に繋がることが懸念された。そこで輸送時の

作品の損傷をできうる限り低減する手段として、表面の保護方法を検討した。本稿はこの処置方法の検討と処置

報告で構成される。接着材を使用せずに顔料のみで支持体に描かれる作品は、カプーアだけでなく他の現代美術

作家らにも認められ、このような作品を収蔵あるいは収蔵を検討する美術館にとっても輸送は大きな課題になる。

本稿がそのような作品を輸送する際の一助となれば幸いである。

２．作品状態調査

まず作品の構造、技法と材料、損傷状態について詳細を述べる。作品の寸法は、高さ 216.0 ×幅 210.0 ×奥

行 212.5cm である。作品の表面は、粗い土の地面のような凹凸の様相を呈しており、厚みは凹凸を含めて 5～

8mmの範囲に収まっている。作品下部から試料（試料 1）を採取し実体顕微鏡で確認したところ、表面は青色

の顔料で覆われているが、層は非常に薄く、その下には砂粒の粒子と、それを内包する粘着性のある薄茶色の物

質を混合したような層が認められた（図 1、2）。作品の剥落箇所からは、支持体となるグラスファイバーと思わ

れる白色が、作品の剥落箇所から確認できた（図 3）。顔料層は非常に細かい粒子であり、僅かな力でも顔料が

付着するほどである。また、お椀型の形状の縁周辺部と内部の地面付近、外側の高さ 90cm周辺部に 2-3mm程

度の剥落が多数認められた（図 4）が、そのほとんどが顔料層の中で起きた層間剥離であった。なお、外側の上

部と内側下部にかけて埃が認められたが、これは恒久的に展示しているために空調と人の動きで少しずつ積もっ

渡抜由季

【報告文】アニッシュ・カプーア《虚ろなる母》の輸送の
ための保護処置 －シクロドデカンの有効性について－
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てきたものであると考えられる。

付属品として、当館には補修用として本作品の顔料が入った袋、刷毛、精製水、軍手が保管されていた（図

5）。また、顔料の袋には「Prussian Blue 1/2 KIRO」という手書きメモと「Superfine Powder Colour」「BRODIE 

& MIDDLETON LTD.」と印字されたラベルが貼付されていた。

2-1．作品を構成する材料

材料は、グラスファイバーに顔料と記録されているが、顕微鏡観察では裏面から砂状の粒子が支持体の一部

として確認された。この顔料が何かを知ることが修復処置方針を決定する上でも重要といえる。補修用として残

された顔料も同様である。補修用の顔料には「Prussian Blue 1/2 KIRO」という手書きのラベルが貼付されてい

た。プルシアンブルーとは、細かい粒子の青色染料であり、着色力が強くアルカリに弱い特徴を持つ（5）。ラベ

ルに書かれた通りならば、補修用の顔料もまた、作品を構成する顔料と同様のものが使われたと考えられる。顔

料の同定をより確実にするため、福岡市埋蔵文化財センターの協力により顔料の調査と分析を行った。方法は、

顕微鏡観察（機器：HIROX KH-8700）、微小部蛍光X線分析（機器：AMETEK EDAX Orbis）、X線回折（機器：

Bruker D8 DISCOVER）である。サンプルは作品の下部中央から採取した大きさ 2mm程度の顔料試料 1（図 1、

2）と補修用に保管されている粉末状の顔料試料 2（図 6）の 2種類である。X線照射ポイントは、顔料試料 1

は A、顔料試料 2は Bとした（図 7、8）。蛍光 X線分析の結果、Aに B共通して鉄（Fe）を主成分とする元素

が検出された（6）（図 9、10）。また、X線回折によって回折ピークが、標準試料である Fe （Fe （CN） 6） （H2O）4（Iron 

Cyanide Hydrate）とほぼ一致した（図 11）。これは紺青を組成するMFe3＋ ［Fe2＋ （CN） 6］（M＝ K, Na, NH4）に

近いものであるが、組成式は生成工程の中で微妙に組成式が違い、製法の違いによって組成式も名称も変化す

る（7）。検出された水分子は結晶中に含まれる水の分子に由来すると考えられる。また、ラベルに記載された顔

料名称の記載も含め、作品を構成する顔料は、プルシアンブルーであることがほぼ断定できる。Aと Bの相違点

はカルシウム（Ca）やケイ素（Si）、硫黄（S）が検出された点だが、Aの裏面（図 2）からは他にもアルミニウ

ム（Al）、カリウム（K）が検出され、X線回折の結果では回折ピークが曹長石や石英といった複数の結晶構造が

候補として挙げられた。顕微鏡画像で観察したところ、砂の様な物質とそれを内包する薄茶色の物質が確認され

た。おそらく結晶構造はこれらの砂に含まれるものであることが推定されるが、作品との直接的な関連性は現在

のところ不明である。なお、今回はグラスファイバーと思われる繊維は採取試料からは認められなかったことを

ここに記す。

2-2．作品の技法について

作品の技法について、まずは顔料の塗布の仕方について述べる。カプーアはインタビューで制作時の刷毛使用

を認めた上で、パウダー（この場合、「顔料」を指す）の付け方について下記の通り述べている（8）。

　 ええ、私は、自然な物体のような彫刻という考えに大変興味を持っています―手で作られたのではないもの、

とでもいうか。自然にできたもの、自らを作り上げるもの―。パウダーは、手の作業を払拭します。どのよ

うにその作品ができてきたかということを消し去るのです。マットで、受容性に富んだ表面によって。パウ

ダーはまた、とてもこわれやすい。実は注意深く作られているにもかかわらず、作品はなにげなくそこにあ

ることができるのです。

上記から、刷毛を使用しつつも、その筆跡といった痕跡を残さないことが重要であると主張していることが分

かる。これは別のインタビューでも繰り返し述べられており、作家が特に重要視しているオリジナリティの構成
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要素の一つであることが窺える（9）。また、作家本人以外の人間が顔料をかけることに対しても問題ないと応じ

ている（10）。当館には補修用として本作品の顔料、刷毛、精製水、軍手が保管されていた。補修のための指示書

はないものの、今後の処置方法について他者に委ねることを是とした裏付けであると推察することができる。

3．処置材料選定と輸送方法の検討

本作品から受ける印象は色の違いに大きく左右されるが、表面保護のために接着材を用いる場合、その種類と

用量によっては色の暗色化が危惧される。本作品の技法はグラスファイバーと顔料と記録されており、接着のた

めの水溶性メディウムや樹脂といった記載はない。インタビューでも述べたように、作者は「絵具」ではなく「顔

料」であると強調しており、素材そのもの質感や色味を重要視しているといえよう。すると、作品に何かを追加

して表面を保護する場合はその接着材が、昇華されるかもしくは色変化を最小限に抑えられる材料や方法が求め

られてくるのである。

輸送に耐えられるよう表面が保護されること、昇華する特徴をもつこと、色彩が変色しないこと。今回、上記

の条件を持つ固着材としてシクロドデカンを選択した。シクロドデカンは、天然樹脂の一種で白色のワックス状

の固形物である。純度の高いものは常温常圧下で残留物が極少ない状態で昇華し、撥水する特徴がある（11）。昇

華する時間は、用いた分量や温湿度等によって異なるが、多くは数日から数週間で昇華する。過去の修復事例と

して、出土された考古遺物の移送時の一時的な保護や、染織品の一時的な保護、紙の洗浄時のにじみ防止処置、

多孔質な物体のシリコーン型取り等に用いられる（12）。最近では壁画片の一時的な保護処置にも用いられた（13）。

方法について、シクロドデカンのヘキサン飽和溶液（以下「シクロドデカン」略）を直接作品に塗布したところ、

内部に浸透してしまい表面保護のための層を厚く形成することはできなかった。そこで、この層の上からさらに

ケイドライ®を重ね、上からシクロドデカンを刷毛で塗布して作品に接着する方法を採用した。電気ゴテによ

るフィルムの加圧接着を試みたところ、僅かな加圧でも跡が残ってしまった。そのため、実際の作業は電気ゴテ

を用いず、シクロドデカンを刷毛で追加塗布しつつ接着する方法を採用した。

輸送時の取扱注意点は、作業員や輸送車による移動・輸送の振動が挙げられる。美術品輸送業者との相談の結

果、井の字型の木枠で作品を挟み固定し輸送する方法を採用した。はじめに井の字型の木枠の上に作品を乗せ、

さらに上部一箇所を追加固定することで安定して輸送する方法である（図 12）。この緩衝材に触れる箇所に事前

に保護処置を施すことで、輸送に耐えうる強度を確保する。

ただし、この保護処置は輸送のための一時的な処置であり、剥落止めとして使う材料としては適さない。剥落

箇所に対する処置は別途必要となるが、前述したように、作品の素材そのものの質感や色味を極力尊重するため、

原則として補彩や剥離留めの処置はせず、今後剥落の危険性が高い箇所のみ行うこととした。

４．作業工程

①処置前撮影 正常光による処置前撮影を行った。

②顔料分析 顕微鏡観察、蛍光 X線分析、X線回折を行い、作家の残した資料と合わ
せて作品の顔料を同定した。

③画面クリーニング 作品表面の顔料が脆いため、羽箒と刷毛を用いて注意深く埃を取り除いた
後、羽箒で風を送りながら埃を払った。
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④輸送前処置 輸送の前日に画面の一時的な保護処置を施した。輸送のため木枠で作品を
固定する箇所は、下部の4箇所と頭頂部の3箇所の計7箇所であったため、
その箇所を中心として作品にシクロドデカンを塗布した。さらにケイドラ
イ®を重ね、上からシクロドデカンを刷毛で塗布して作品に接着、保護層
を作製した（図 13、14）。また、輸送の際、振動で位置がずれる可能性
も考慮し、より広い範囲に施した。処置後、木枠を組み立て、作品を固定
した（図 15）。

⑤輸送後処置 福岡アジア美術館到着後、固定の木枠を解体した後、作品に接着したケイ
ドライ®を取り除いた（図 16、17）。
シクロドデカンの固着が強く取り外しが難しい箇所は、温風でゆっくりと
暖めながら慎重に取り外した。

⑥処置後撮影 正常光による処置後撮影を行った。

５．結果と考察

輸送直後、処置箇所の状態を確認したところ、作品上部の箇所には特に目立った跡はなく、摩擦に対してシク

ロドデカンが有効に作用していたことが確認された。作品下部の木枠の緩衝材にはポリエチレンフォームを用い、

ポリエチレンフォームには顔料の付着は認められなかったものの、作品の重量がかかったためか、作品下部に用

いたケイドライ®に突出箇所の剥落が認められた（図 17）。作品を持ち上げるために作業員 4名が必要であっ

たことから相応の重量が想定されるが、縦の圧力に対しての作品の強度はあまり期待できず、相当量のシクロド

デカンを内部に浸透させても単独の使用だけで完全に保護することは困難であるともいえる。より安全に保護す

る方法として、力のかかりが均一に分散するようケイドライ®の貼付範囲を広げるか、作品にあてる緩衝材を

より厚いものに替える等の工夫が必要である。また、シクロドデカン塗布直後は一時的な変色が目立ったが、1

週間が経過した段階では順調に昇華が進みほぼ目立たなくなっていた（図 18、19）。しかし、シクロドデカン

を塗布した上から作業の過程で顔料が付着したものは、シクロドデカンの昇華と共に落下し、台座に落ちていた。

処置の範囲は最低限に抑えるべきではあるが、作業で触れる箇所などあらかじめ想定される箇所には、範囲を広

げて処置を施す必要があるといえよう。今回は輸送日から公開開始までの一週間程度の期間が確保されていたが、

借用後もしくは返却後、すぐに展示活用する場合は、予め昇華するための期間を確保するか、シクロドデカンの

使用量を調整もしくは昇華を促進させる方法の検討が必要となるだろう。作品の剥落箇所について、輸送後剥落

箇所を観察したところ、安定した状態であり、作品と観覧者の間で物理的な一定の距離を確保できていることか

ら積極的な処置は行わなかった。

６．おわりに

本稿ではアニッシュ・カプーア《虚ろなる母》の輸送のための一時的な保護処置について当館の事例を報告し

た。作品に大きな損傷はなく輸送時の摩擦に対してシクロドデカンが有効に作用したことが分かった。2016 年

12 月 27 日、福岡市美術館より福岡アジア美術館への貸出作品輸送作業が無事終了し、無事に展示・公開され

ている（14）。2019 年 3月までの約 2年半後、福岡市美術館はリニューアルオープンを予定しており、それまで

に本作品も含め福岡市美術館の所蔵作品は全て館内に返却される。返却作業に備え改良に望みたい。

最後に、シクロドデカンの使用方法について貴重な助言を賜りました増田絵画修復工房の増田久美氏、顔料の



20

同定にあたり分析や助言など多大なご協力をいただきました福岡市埋蔵文化財センターの比佐陽一郎氏に深く感

謝いたします。

 （わたぬきゆき　福岡市美術館学芸員）
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図 1 　試料 1の実体顕微鏡画像（表面、× 60）

図 3 　作品縁部分の剥落（白色部分が剥落箇所）

図 5　補修用に残された顔料や材料一式

図 7　 試料 1の実体顕微鏡画像（× 60、Aが X線照射ポイント）

図 2　 試料 1の実体顕微鏡画像（裏面、× 80）

図 4 　剥落箇所の分布図（斜線部分）

図 6　試料 2の実体顕微鏡画像（× 60）

図 8 　試料 2（× 60、Bが X線照射ポイント）
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図 9 　試料 1-A の蛍光 X線分析ピーク（kV: 50, μ A: 1000, Sec: 120, Atm: 真空 , Rh は測定機器に由来）

図 10 　試料 2-B の蛍光 X線分析ピーク（kV: 50, μ A: 1000, Sec: 120, Atm: 真空 , Rh は測定機器に由来）



23

図 11　 A の X線回折ピークと標準試料の回折ピークの比較

図 12 　井の字型に木枠で作品を固定した様子

図 14 　処置後　ケイドライ®接着後

図 13　 処置前　シクロドデカン塗布前

図 15　 処置を施した箇所に緩衝材をあてた様子
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図 20　展示風景

図 16　緩衝材を取り外した様子　

図 18 　輸送日当日の作品上部の様子

図 17 　取り外したケイドライ®

図 19 　処置後 3週間経過の様子
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解　題

前回に続き、南満州鉄道株式会社社員会発行の雑誌『協和』に掲載された甲斐巳八郎の挿絵及び記事を紹介す

る。今回は第 52号（昭和６年６月 15日発行）に掲載された№ 31［娘娘祭所見］から第 105 号（昭和８年９

月１日発行）№ 88 ［東南山から］の記事と挿絵までの 56点で、約２年 2ヶ月の期間にあたる。

前回の最後に掲載した第 50号と 51号の「苦力絵巻」によって、最下層の中国人労働者たちに対する興味は

一段落したようで、今回紹介している中で目立つのは「平
ぴん

康
かん り

里」と呼ばれる娼家に取材した様々な作品だろう。

第 53号から 57号にかけて、１号おきに月一回のペースで連載された「平康里いろいろ」では合計８カ所が紹

介され、第 55、57 号ではページカットとなって詳しい自筆解説もなくなっているが、第 53号の４カ所につい

ては生き生きとした説明が加えられている。この連載以外にも、取材旅行で訪れた街の「平康里」が描かれてお

り、社会の底辺をなす人々の暮らしに対する表現意欲を甲斐巳八郎は長く持ち続けていたということができるだ

ろう。「苦力」の時と同じように、巳八郎は特定の思想や信条と距離を置いた眼差しを「平康里」とそこに住む

女たちに注ぎ、乾いた視線で淡々と描いているが、自筆の取材記事には悲惨な状況を描写したものもある。

また、「平康里」で思い出されるのは、腕を組んだ中国服姿の娘が戸口に立つ姿を描いた初期の代表作のひと

つ《露地》（1955 年・前回に写真掲載）である。平面性と装飾的な効果を狙った紙本着色の屏風作品だが、こ

れは明らかに数多くの「平康里」を取材してスケッチした記憶が根底に横たわった作品である。この作品から社

会的なメッセージを読み取ることは困難で、20年以上が経ち、満州からも遠く離れた巳八郎にとって「平康里」

はもはや形と色彩の素材として解体されてしまったかに思えるかもしれない。しかし無表情な娘の顔と虚無的な

眼差しに、巳八郎の実体験がいまだに息づいているとも感じさせる。満州鉄道の沿線各地を取材旅行したルポル

タージュの頻度も高くなっている。№ 50　［東支鉄道の四等車］は興味深い記事であるが、巳八郎の旅費の等級

は昭和 19年の時点で２等だったことからすると、昭和７年の時点では等級がまだ低かったのかもしれない。ま

た巳八郎の挿絵が表紙裏の半ページを飾るようにもなった。この時点で、『協和』を代表する挿絵画家としての

地位を築いたと断言してもいいだろう。  （なかやまきいちろう　福岡市美術館副館長）

中山喜一朗

【資料紹介】満州の甲斐巳八郎
雑誌『協和』掲載挿絵・執筆記事②

凡　例

１　甲斐巳八郎の挿絵や記事が掲載された『協和』の号数（発行年月日）を見出しとし、掲載順に配した。掲載ページは省略した。

２　挿絵には通し番号をつけて№で示し、掲載ページ数は省略した。最終的には、№は『協和』に掲載された全作品点数と一致する。

３　活字化されたタイトルや署名などがある場合は、№のあとに［　］で記した。ない場合は、［なし］とした。

４　活字化されたタイトルや署名とは別に、画中に文字があり、解読可能な場合は「　」で記した。

５　ルポルタージュなどの自筆記事は、タイトル等のあとに全文を掲載し、挿絵をそのあとに配した。文章の旧漢字、旧仮名遣いは

意味が異ならないかぎり現代表記に改めた。地名、固有名詞等はそのまま記した。原文は、ほぼ総ルビであるが、本稿では必要

に応じて一部を残し、他は省略した。明らかな誤植は（ママ）とした。

６　他の執筆者の記事や小説などの挿絵の場合など、また、作品や記事の理解の助けとなる情報、語句解説などは、適宜＊印で記した。

７　挿絵は原寸ではなく、それぞれ縮尺は異なる。ただし、できるだけ原寸以上の大きさになるよう心がけた。

８　原本は縦組であるが、本稿は横組とした。
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第 52号（昭和６年６月 15日発行）

№ 31　［娘娘祭所見（迷鎮山）甲斐巳八郎］

＊ページカット

＊満洲国・大石橋の迷鎮山で行われた娘娘祭のこと。

迷鎮山上の海雲寺は娘娘廟と称し、道教の主神であ

る三女神（福寿・治眼・授児をつかさどる）が本尊

として祀られている。娘娘廟は安奉線の鳳凰城、吉

林の北山、新京近郊の大屯など満洲だけで 250 以

上もあったと言われるが大石橋迷鎮山の廟会が最も

古く著名であったらしい。娘娘祭は正式には「娘娘

廟会」といい、毎年旧暦の４月に行われた。

第 53号（昭和６年７月１日発行）

№ 32　［平康里いろいろ　一　甲斐巳八郎］ 

　路地三尺を隔てた向こう側は土塀で、両隣も家の

裏壁になっている。蓬
ほう

楽
がくどう

堂はさながら孤立の平
ピン

康
カン

里
リ

である。申
もうしわけ

訳だけの、木造りの鳥居のような門から

房は見通しになっていて、路を歩きながら交渉は出

来るし、門から一足飛びに彼女のベットに飛び込む

ことが出来る。此所は遼陽城内に在る最も下等のも

のだが、立派な公娼だそうな。

№ 33　［平康里いろいろ　二　甲斐巳八郎］

　同じ遼陽城内で前のといくらも離れていないとこ

ろだが、少しは上等の部である。日本の板塀や門に

そっくりなのが面白い。大きな紅
べにかみ

紙に墨で太々と女

の名を書いたのが塀にも房の一つ一つにも張りつけ

てある。背中合せの食物街で満腹した兵隊さんや苦

力が唇をなめづりながら、危うく喧嘩ふきかけられ

るところをほうほうの態で逃げ出す。

№34　［平康里いろいろ　三　甲斐巳八郎］「桂雲堂」

　大石橋の平康里は頑丈な煉瓦塀を廻らした一見屋

敷街を偲ばせる。色街としては変った静けさを持っ

ている。だが中身は泥塗りに紙張りの張り子造りで

ある点、何処とも変わりはない。地所が安い所為

か中庭は相当に広く奥深く折れ込んで沢山の房があ



27

る。一軒一軒犬を飼ってあったが吠えつきはしな

かった。恰も娘
ニャン

娘祭
サイ

の二日目だったので、大変な繁

盛だった。

№ 35　［平康里いろいろ　四　甲斐巳八郎］

　毒々しい突
つゝ

立
たて

を折れて石畳の歩廊に一歩足を踏み

入れると―頭をツルツルにした大入道の呼手が、来

客を破
われ

鐘
がね

のような声で呼び立てる。すると歩廊の両

側から残った女が各自の房から帳をはぐって現れ

る。歩きながらにして女を決めることが出来るので

ある。

　此所は撫順の日本附属地にある最高級の店で、三

年前満鉄の○○閣下が泊まられたところとは案内者

の話。

第 55号（昭和６年８月１日発行）

№ 36　［平康里いろいろ（五）撫順日本附属地　甲

斐巳八郎］ 

№ 37　［平康里いろいろ（六）芝罘四道■―道路か

ら帳一枚の窰子　甲斐巳八郎］ 

＊芝罘は山東省の港湾都市。現在の煙台市の旧名。
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第 57号（昭和６年９月１日発行）

№ 38　［平康里いろいろ（七）北京黄花圖　甲斐巳

八郎］ 

№ 39　［平康里いろいろ（八）北京東森里　甲斐巳

八郎］ 

第 61号（昭和６年 11月１日発行）

№ 40　［撫順にて　甲斐巳八郎］ 

№ 41　［大連埠頭　甲斐巳八郎］「大連埠頭にて」 

№ 42　［遼陽城内にて　甲斐巳八郎］「遼陽城内に

て」 

№ 43　［ロシア町にて　甲斐巳八郎］「大連ロシア

町にて」

＊ページカット
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第 66号（昭和７年１月１日発行）

№ 44　［その後の北大営（一）　甲斐巳八郎］

　自動車やタンクの壊れたのが雪の中にゴッタ返し

に散らかっている。

　支那人が夜になると色々なものを盗んで行く。何

時の間に書いたのか「日本人王八」という落書が掲

示板に書かれてあった。

＊王八は亀を表す俗語だが、ここではばか者やろく

でなし、妻を寝取られた男などの悪口を意味する。

№ 45　［その後の北大営（二）　甲斐巳八郎］

　柳條溝に近い北大営西北の角。独立守備隊歩兵×

大隊×中隊のＴ軍曹が九千の敵の抵抗を突いて一番

乗りしたところという。今は終日木枯らしが吹き

通っている。 

№ 46　［その後の南嶺（一）　甲斐巳八郎］

　敵の野砲隊のいたところ、日本刀の威力を大いに

示したところ、落ちた窓や壁が骸骨のように見えて

荒涼たる有様だ。

№ 47　［その後の南嶺（二）　甲斐巳八郎］

　皇軍の最も苦戦したところで此所からは遂に進入

出来ず裏に廻って占領したという。戦死者の墓標と

小塚とが、激戦の跡を背景に、凍てついたように立っ

ている。

第 68号（昭和７年 2月 15日発行）

№ 48　［哈爾濱停車場　甲斐巳八郎］

　停車場に下り立って旅行者の誰もが先ず目を見張

るのは、支那の青天白日旗と、ソウエート政府の労

農旗とが、一枚の赤旗のなかに上と下とに染め分け

られて、駅頭高く翻っていることである。

　こんな旗は世界中歩いてもまたとないだろう、哈

爾濱がエロの都であることは政府的変態の象徴であ

る、この旗の下なればこそと思う。

　待合室に這入って見る、そこは白系ロシアの遺産

であるマリアの像が安置されてあった。そしてこの

東支鉄道に働いているロシア人従業員は全部共産党

員である。玄関にしてこの旗とマリア様がある、哈

爾濱の面影を窺うことが出来るではないか。
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№ 49　［スンガリー　甲斐巳八郎］

　哈爾濱は政治的に変態であるだけでなしに地理的

にも変わっている。日本の富士山が三国に跨がって

いるように、哈爾濱は吉林、黒竜江、奉天の三省に

籍を置いている。スンガリーは、その奉天省と黒竜

江省とを分って市の北を流れる大河である。

　この地理的に変っていることは、エロの源と政治

的変態に結び考えることができよう。

　スンガリーは鈍い光を持つ銀盤のように美しく凍

結していた。重く垂れ下がった灰色の空の下の、対

岸の家並に懐かしく心惹かれる。支那人の橇
そり

が客を

向かい岸に運んでいた。手慣れた支那人の橇は面白

いように走る、私は毛皮にくるまっていてガタガタ

慄
ふる

えながら銀盤の誘惑のままに橇を縦横無尽に走ら

せた。

№ 50　［東支鉄道の四等車　甲斐巳八郎］

　東支鉄道の四等車に初めて乗ったものなら、気の

小さいものでなくともそれがローヤに見えるだろ

う。頑丈な板と銅
か

鉄
ね

だけで出来上った―― 一人で

も多く詰め込めるようにこしらえられた箱だ。

　三段になっている寝台（？）の一番下にいた私は、

上段の支那人の、手洟や痰唾の見舞を受けなければ

ならなかった。また上り下りの踏台にもされた。そ

れでも文句が言えなかった。時が時だからどの顔を

見ても怖かったからだ。

　貧相な面をした護路の支那巡警が必要以上に往っ

たり来たりしてるのも気味がわるい。紙屑のような

哈爾浜票を、私の目の先に来て、何べん数え建てて

見せたことだろう――此奴チップをねだっている―

―と思ったが恐いより先に、生来のアマノジャクが

出て一文もくれてやらなかった。

　剣銃を担いだ巡警を従えたロスの車掌が、時々『検

票』と怒鳴って来るのにハッと眼を醒ましたのが度々

だったから、コワゴワながら眠っていたのだろう。

№ 51　［ナハロフカ　甲斐巳八郎］

　ナハロフカは、ロシア革命が発生した哈爾濱最下

層の貧民窟である。勿論白系ロシア人のみの住むと

ころであった、市民はナハロフカをならずものの集

まりと称して蛇蝎のように嫌っている。

　特権と歓楽とより他に知らなかったブルジョア

ジーは革命によって生活を機敏に転換することは出

来なかった。それで、若くて血の気の多い者はナラ

ズ者の群に這入り、弱い者は酒に忘れ、疳の強い老

人は、ゲーベーウーの崗ッ引連が幅を利かしている

のを、どんなにか癪の種にして死んで行ったことだ

ろう。

　着のみ着のままで脱
のが

れて来た彼等の住居は、苦力
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の部落よりも無造作に造られて汚い。右に左に傾い

た木造建ての家は如何にも寒げである、革命後に

生れたであろう子供たちのコマッシャクレているこ

と、生活苦を語る俤
おもかげ

のなかに見事な髯を蓄えた老人、

満たされない虚栄のためにヒステリックに目の光る

婦人………そこでは致る所こうした人の姿が窺えよ

う。

第 69号（昭和７年３月１日発行）

№ 52　［裏街　甲斐巳八郎］

　哈爾濱の裏通りは日が暮れると人通りが急になく

なって行く、それが八時九時ともなればバッタリ人

足が絶えてしまう。

　物好きにも私は一夜裏街を歩いてみた。

　刺すような寒気と呼吸の止まった街の沈黙には身

体がチヂコマルような恐怖感を覚える。

　どの家もどの家も扉を閉ざして､ 深く下ろされた

カーテンを通して漏れる灯は薄暗く、四囲を物凄い

ものにしていた。

　この闇のなかを真黒い怪物が五人七人と一列に

なってノソリノソリ歩いているのにぶッつかる。支

那の巡警である。真黒い綿服を達磨のように着込ん

で、銃を無造作に肩にかけ、防寒帽を狼の耳のよう

に立てて上目使いに目の玉を光らせ乍ら黙って猫背

に歩いている恰好は、徒党をつくった狼が腹をへら

してものを漁っているようにも見え、獲物を狙って

今にも飛びついて来るような風にも見える。

　このおし黙った怪物とすれ違う時、今にも一発や

られるのではないかと思う。

№ 53　［南市場　甲斐巳八郎］

　埠頭区の中央よりはいくらか新市街寄りに南市場

がある。此所には食物の外に、小
セ ウ ト ル

盗見市場のような

ものまで一緒になっているから、それこそ何でも、

無いものはない。

　八百屋の店頭に立って見る、そこには惨たらしく

も切り刻まれた大小動物の死骸が山と積まれてあ

る。哈爾濱へ着くまでの途々至るところで見て来た

人間の凍屍体を連想して気味がわるい。この動物達

は外気に曝されているので、やっぱりカツンカツン

に凍結していてとても食物とは思われない。

　先ず動物園の剥製でしか見たことのない大鹿が手

脚を延ばしてクリスマスツリーに使うらしい樅の木

にもたれかかっている。その隣には頭だけを残して

赤裸にされた、可愛想な兎がぶら下げてある。兎の

隣には子豚の皮を剥がされたのが、今湯からあがり

たてのような艶を見せて、これまた兎同様に逆つる

しにぶら下がっている。棚には見たことのない気味

のわるい川魚らしいのが、割木のように硬直してい

るのや、大鯰、年へた鯉の輪切りから、切売りされ

た大鹿の首、鵞鳥の足など、数えたてるときりがない。
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第 70号（昭和７年３月 15日発行）

№ 54　［キタイスカヤ街　甲斐巳八郎］

　雪曇りの空と灰色の建築に抱かれたキタイスカヤ

は何時も夕暮時の憂鬱にとざされている。殊に夜の

暗さと沈黙とは、旅人に恐怖の心さえ起こさせる。

　青い灯赤い灯の誘惑もなければ、進歩的に歩み寄

る辻君もない冷たいこの街に、エロの種々が包蔵さ

れていようとは思われない。

　貴婦人のように反り身になって歩いている淫売婦

も、それと教わらなければ分からない、肥った女が

男を突きのけて側目もしないで歩いて行く、逞しい

シベリア馬の蹄の音ばかりが舗道に響く外、街行く

人は黙々として笑わない。これが冬の哈爾濱の外貌

だ。

　　…………………………………

　歳末の雑踏のなかに、私は紐で吊された人形猿を

踊らせているのを見つけた。首と腰に毛玉をつけた

ところは如何にも哈爾濱らしく、顔の色彩はフラン

スの好みが感じられるのを、ロシヤには猿の歳もあ

るまいが、歳暮らしいものに感じられた。

№ 55　［トリゴワヤの娼家　甲斐巳八郎］

　トリゴワヤナの娼家――末梢神経を尖らせながら

這入って見る。そこには女が六七人と楽士が二人、

薄汚い壁を背にして、すり切れたレコードに合わせ

て口笛をふいたり、首を振ったりして、興なさそう

な顔ばかりだった。立上がった楽士は一人はピアノ

に向い一人はヴァイオリンを弾きはじめた。女達は

急にすまし込んだ顔になる。

　ヤリテ
4 4 4

に案内されて通った部屋（？）は芝居の道

具立のように薄板で仕切られて白壁が汚れてベタベ

タするような部屋だった。

　実演を注文するとヤリテ
4 4 4

は背のヒヨロ高い三十近

くの女を連れて来て、これにして呉れと一人で決め

て、直ぐまた二人とも出て行った。相手を探しに行っ

たらしい。――この間二十分余り――決して退屈な

時間ではない。

　暫らくして小肥りの、一杯ひっかけて来たらしい

ロシヤ人が乗り込んで来た――自動車の運転手だと

いう――

　次の瞬間展開された光景は余りにも現実で機械的

でロボット以上の何ものでもなかった。これにはさ

すが緊張した助平根性も一気にしてふっ飛んで了っ

た。しかつめらしい顔をして懐中電灯をつきつけて

いるところなど見られた恰好ではなかったろう。

第 71号（昭和７年４月１日発行）

№ 56～ 59　［泰山線絵行脚　甲斐巳八郎］

新民

　三月八日私は新民駅の鉄道派遣員の急造仮宿泊所

に寝て夜中砲声を耳にして眠れなかった。仮宿泊所

というのは駅の事務室に鉄道の枕木を重ね、その上

に板を敷いた名ばかりの床ではあったが、軍用の毛

布を六枚も七枚も貸して貰ったので寝心地は錦州あ

たりのホテルよりも余ッ程よかった。ひどいのは列

車従業員の寝床で機関車は何時でも出せるようにし

て置かねばならぬので、故障の起こらぬように常に

見張って居かねばならぬから、寝床も機関車に接続

した短い貨車のなかに造られてある。貨車のなかに
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は八ツの寝台があり、世帯道具の一式、生活必需品

の全部がそこには備えつけられてある。もう一つ、

これも何時でも発射準備の出来た装甲列車が闇の鉄

路に橫たっていた。

　新民駅の裏の荒漠たる砂原が続いている。砂漠か

ら吹きつくる砂シブキを横腹にタタキつけられて何

時馬賊の襲撃をうけるか分からぬ鉄路の上に、仕事

も睡眠も同時にとらなければならぬ満鉄々道派遣員

諸士に心からの感謝を捧げねばならぬ。

　新民の周囲日本里数で五六里の地点は馬賊の巣と

言われている。馬賊は食料に欠乏しているものと云

わ紅
こうそう

鎗会
かい

との噂がある。私の新民滞在二日には討伐

隊は引き上げて来なかった。

繞陽河付近にて

　この日は風が出て砂地の繞陽河から白旗堡付近の

眺望は殆どきかなかった。鴉が砂礰でも食ったよう

に乱れ飛んでいた。起伏も樹木もない砂原に風が立

つ時は、一列になった馬隊が突撃して来るようにも

見えた。

　風のために樹の根ッこに砂が盛れ上がって、樹のな

いところは掘られて引っ込み、樹はその引っ込んだ砂

地に頭をつかんばかりにオイデオイデをしていた。

　この砂煙のなかを、銃を担いだ護衛兵に守られて

行く七人十人の徒歩者の幾組かがあったが、汽車に

乗っている人でその正体を判定し得た人はなかった。

　衛兵をつけるほどのもので、汽車と並行して歩い

て行くなど如何にしても合点の行かぬものだと思っ

たことだった。

溝
こう

帮
ばん

子
づ

　溝帮子には国際運輸から派遣されて来ている友人

が居るので、一ト晩泊まってゆっくりスケッチもし

話も聞きたいと思ったが、往きも帰りも奉天に出て

いて逢えなかったため、三十分の停車時間をスケッ

チしたに過ぎなかった。

　戦跡と云えば飛行機で追っ払ったところでありそ

れも停車場付近に限られているので、往復の停車時

間一時間の見学で充分だとも思った。

　駅近くにカフェーを開いている人の話を盗み聞き

したのでは、この辺には常に馬賊が這入り込んでい

て、私の行った二日前に槍に刺された擒
とりこ

にされた馬

賊は、溝帮子の日本人巡査刑事名前から顔まで一人

余さず憶え込んでいたというから驚く。

　駅構内は泰山線のとの駅よりも貨車の動きが多

かったようだ。

錦州

　錦
きんしゅう

州は今戦争後の緊張のなかに田舎祭りのような

賑やかさを現出している。

　殊に駅付近のカフェー、料理店、支那人の街頭出

店が然
そう

だ。景気のよいのは軍属のものばかり。然で

ないものはこゝ暫くは立ち消えの容態である。古い

歴史を持った錦州という面影さえもが姿を匿
かく

して

了っている。

　汽車が錦県駅に這入る少し前に、奉天と同じ名の北

大営が、鉄路の右側に見える。とても素晴らしいもの

だ、張学良が農民の血と骨をシャブって造った兵営で

ある。これだけのものを持って居ながら、負けると見

越しがつけば逃げ出すところが支那人である。

№ 56「新民にて巳八郎」 

№ 57「繞陽河付近にて　巳八郎」 
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№ 58「溝帮子駅付近　巳八郎」 

№ 59「巳八郎」 

第 74号（昭和７年５月 15日発行）

№ 60　［三月十日、四平街は建国の祝賀に酔ってい

た、駅には避難民が溢れていた　甲斐巳八郎］「四

平街駅ニテ」

№ 61　［鮮人が避難民群のように四平街駅を埋めて

いた。特産物の出廻期を目がけて来たものらしい、

それとも避難民か。　甲斐巳八郎］「四平街駅ニテ」

第 84号（昭和７年 10月 15日発行）

№ 62　［甲斐巳八郎］「奉天徳勝門内　巳八郎」 

№ 63　［◇奉天にて　甲斐巳八郎］「奉天概軍屯　

巳八郎」
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第 89号（昭和８年１月１日発行）

№ 64　［近江町の暮時　甲斐巳八郎］

第 90号（昭和８年１月 15日発行）

№ 65～ 74　［椅子の考現学　甲斐巳八郎］

一

椅子も総裁まで出世すると自らカップクを備え

て来る。こう一寸触って見たくなって薄樺色のナメ

シ皮に手を触れるとキキッと音をたてる。

一見仰々しく見えるが決して必要でないものは

ない。両肘を持たせ掛ける枕と言い、尻のあたりの

通風欄間とでもいうのか細々と彫刻のしてあるあた

り、やっぱりあれはなくてはならぬものらしい。一

日総裁になったつもりでこの椅子で居眠りがして見

たい。

左脚に生木で一寸四角ばかりのコウヤクが張っ

ているのは総裁の○のように玉に傷です。

二

副総裁と理事のは一緒で、品物はそっくり総裁

のと同じだが造作がはぶいてある。肘を持たせかけ

る箇所が枕でなしに肩からそのまま程よい斜面をつ

くっており、脚は上体を支えるのにこれまた恰好よ

く踏ん張っているところ、椅子中の颯爽たる第一番

である。このところみんな主人が留守で椅子ばかり

ではさびしかった。

三

理事級のと同じ材料で、もう一つ略されてある。

同じ品物をここまで荒けづりされるとどうしても見

おとりがする。第二図の颯爽たる姿に比べて、ペチャ

ンコに坐った無技巧な脚は不格好この上もない。通

風欄間の彫ものもチト品が落ちる。

同じ部長級で経理部長の椅子は大分旧式な型で

小細工が多く、人間ならトッツキのわるい顔相とで

も云おうか、市川さんの椅子だからという訳でもあ

るまいが、カバーまで着せてあるところ、見渡して

一番コセついている。

四

商事部長の椅子は経理部長のカバーをとった同

じ型の黒皮張りであったが、応接用のものらしい一

物は小
セウトル

盗市場からでも買って来たらしい骨董物、前

脚はつゝましくかしこまり、後脚を思いきり展げた

ところは蝦
が ま

蟇のようで、部長と睨めっこをしている。

五

課長級はまちまちでどれと言ってとり上げにく

いがまあ、この辺のところで。

頭デッカチの感があるが、まだやわらかいのを思

いきりつけてあるので坐り心地はわるくない。理事

級のは上体と脚との釣合がよかったがこの椅子は大

頭が草
くたび

臥れてヤレヤレと脚を投げ出した恰好とでも

云おうか。このてで三溝さんのが一番年数を経てい

てひどかった。

六

主任でも割のわるい方で、殊にこの骨ばったコツ

コツをデブの加藤さんには気の毒であると思う。手

持ちの坐ブトンも長いことゝ見えて今では紙のよう

にヘシャゲて了って、哀れを増す。骨董物としても

商事部長の応接用にも劣らぬもの。

七

一般ならしの椅子二つ、ついでに椅子と名のつく

もので一番実用向のものを紹介しておく。
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№ 65「一」

№ 66「二」

№ 67「三」

№ 68「三　経理部長」

№ 69「四　商事部長応接用」　

№ 70「五」
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№ 71「六」

№ 72「七」№ 73「七」

№ 74「七　実用向」

 

第 92号（昭和８年２月 15日発行）

№ 75～ 76 ［吹雪の斎
ち ち は

斎哈爾
る

　甲斐巳八郎］

吹　雪

麦の粉のような粉雪が風に送られて滑って行っ

たあとの地面には、もう一ト皮煉瓦でも剥ぎとるつ

もりで起こさなければ剥がせない雪の町――斎斎哈

爾。

夜着いてはじめて明けた朝、天も地も見分けのつ

かぬ大吹雪に出ッ会
くわ

した。屋根を飛ばし、煙を千切

り、降る雪と積もった雪がもう一度ゴッチャになっ

て舞い上がり、悪魔の叫喚かと思われる物の破壊さ

れてゆく音が二日間一刻の休みも見せず荒れ狂っ

た。

二日間を部屋のなかにとじ込められた三日目の

朝、幾らか治まり加減の吹雪を突いて外に出ると、

まだ粉雪が焔のように地を匍っていた。うっかりす

ると足を掬われそうだ。

私一人ではない街中の人が外出を拒否されてい

たのだ。人も馬も凍りついた雪をはらいのけようと

もせず円くなって歩いている。馬車は引っ張りだこ

でなかなか乗れそうではない。

日本の兵隊さんが、つけ剣で市街戦の演習をして

いる。

城内の黒龍江省副司令公署をスケッチしている

と、門番にとがめられて公署の奥深く引っ張りこま

れ、日本語の話せる将校から嫌味のある挨拶をさ

れた後、将校溜まりらしい部屋に二十分も待たされ

た。私をどう処置したものかを相談するもののよう

であったが、副司令に一度伺いをたてゝくると言っ

て出て行ったが、直ぐ戻って来て、描いてもよろし

いですと、私の方には顔も向けないでサッサと何処

へか行って了った。

すると別の別の将校が、今度のは前のより上手な

日本語で、これからは領事館の許可を貰って来いと

か、描いて絵はがきにして売るのか何にするのか、

とうるさく話しかけながら、すっかり忘れて了った

帰り路を彼方にまがり此方に突き当たりして門口ま

で送って呉れた。全くのところ薄気味がわるかった。

第一、自分がたった今通って来た通路を忘れ、二十
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分が一時間とも思われる時間を自分のことだけのヒ

ソヒソ話を傍らで聞いていると、この先どうなるの

かと案じられて来て落ち着かなかった。

そもそもが描くものがなくてこれでも描かなけ

ればと思って描きかゝったのだが、風にボロボロに

なった門飾りだ。もう二度と描く気にはなれなかっ

たが怖れをなしたと思われては日本人の体面に関わ

ると思って、今度は喧嘩腰なので寒さも大して感じ

なかった。吹きつけの大道に突っ立って克明に描き

上げた。

宿に帰ると顔にへばりついていた埃混じりの雪

がドッと解けて顔は泥水に浸ったようになった。

オーバーも毛を雪で固めている牛馬のようになって

いたのが解けて、水がダラダラ流れ出す始末である。

ぬいで見ると大変な目方のものを今迄平気で身に着

けていたのだった。

私は二日間家のなかゝら窓超しに、生まれてはじ

めて見るこの大吹雪を見飽きもせず眺めていた。そ

れは火事よりも壮観で大自然の強烈な意志というよ

うなものが知らず知らずの間に感じられるようだっ

た。私は五年前、裏琵琶湖の長浜というところに雪

の写生に行って雪に降りこめられ、大きなボタン雪

が間断なく降りそゝぐのを一日気が狂いそうな気持

ちで降り止むのを待ったのを覚えているが、風のな

い雪降り位退屈なものはない。

平康里

斎斎哈爾に着いた晩、洮昻線の汽車のなかで知っ

た支那人の車掌の案内で平
ぴん

康
かん り

里に出かけた。道程は

宿から三四丁のところで遠くはなかったが、真暗な

裏街で両側とも土塀ばかりの人通りは皆無、犬が胡

散臭そうな面を向けていた。

平康里は二等から四等の等級があってそれが皆

一ト所に固まっている。二等三等は何処にでも見ら

れる型のものだったが、四等の一つだけ特に目立っ

た大きな建物があった。撫順の附属地にある二階建

の下宿屋風のと何処か似たところがあるが、こゝの

は平屋で、凄惨な点では撫順の比ではない。

建物は大きいが、今にも壊れ落ちそうな瓦が重く

乗っかっている。寒さを防ぐ為の厚壁だろうが、な

かは空虚で高梁の束がほどけて汚れた白壁にヨレヨ

レに垂れ下がっているところは、人間の住むところ

と言えば犬小屋よりもひどいものに見える。

歩廊は曲がりくねって狭苦しく光りも何処を

通って来るのか判らない。得体の判らぬ臭いがする。

年久しく停滞した不潔さが腐った臭いだ。部屋は歩

廊の片側だったり、両側にあったりして、思わぬ箇

所にまで作られ、歩廊と部屋を仕切る幕も大抵は開

けっ放しなので部屋のなかは見通しだ。そこには幽

霊のように頬のこけた女と癩病か黄疸病のようにブ

クブクにフクレ上がった女が、鯖の腐ったような眼

を、何物にも無関心に見開いている。

彼女たちは沈黙の行者のように、人との交渉も

ないものゝように、黙々として動くのさえ大儀そう

に見える。客が求むれば応じ、なければ三日でも五

日でも食わずに生きてゆくことに慣らされて来たの

だ。或いは生きていることを忘れたのではないかと

思われる。

片手で腹を押え、片手で壷を下げた女の一人が部

屋から出るのを見る、前カ
ゝ ゝ ゝ

ガミになって歩く女の顔

は如何にも苦しげである。××のあとらしい、苦痛

を総身にこらえて吐息する絵は現実だけに、地獄絵

巻よりも惨酷で見ている方が苦痛だ。

此所は然し余りにも自然に運ばれている人の世

の姿だ。猟奇者の眼を喜ばしてはくれないかも知れ

ない。或はテンからそっぽを向くだろう。近代人の

すり切れた神経を刺激するようにわざわざこしらえ

られたものもなければ、それらしい何一つの工夫も

こらしてはいないからだ。

私達は此所を出ると、案内者は斎斎哈爾で一番高

級だという桂王書館というのに連れ込んだ。

そこは蘇州の女ばかりを聚めているというので

自慢な店だった。

成程今迄胸を圧
おさ

えられるような思いをして見歩

いた女達と比べると大変は相違である。車掌さんは

乗客らしく、店のものは皆挨拶するのだった。

車掌さんについて部屋に這入ると目のくるくる

した口に特徴のある十五六の小娘が這入って来るな

り、車掌さんの帽子をとったので私は思わずフキ出

して了った。車掌さんは年は三十位だったが頭に毛



39

が一本もなかったのである。此所では彼氏今迄とは

打って変った人間のようにハシャギ出したのだっ

た。

＊チチハル（斎斎哈爾）は、現在の中華人民共和国

黒竜江省に位置する省直轄市で、市区人口は 155

万人、都市圏人口は 1000 万人の省内第二の大都市

である。

№ 75「街はづれ　甲斐巳八郎」 

№ 76「チチハルの平康里　甲斐巳八郎」 

第 93号（昭和８年３月 1日発行）

№ 77 ［新義州］

鴨緑江の氷面を滑って吹き上げる風は冷たい。歩

いて行くとしまいには腹が立つほど長い橋だ。鮮人

女の円い腰が風にもう一つふくれて地から浮いて見

える。髯のある俥夫が身体を右左にオカシク振りな

がら走ってゆくのは、支那人よりも似ついてない。

河を隔てゝ一つ二つ真白い鮮人が立っているのはこ

の世の人間のように見えない。

新義州街道を神話時代の人間そっくりの、牛車を

挽いた老人が、頭に石油缶や油壺を乗せた女が、背

中に自分の四倍も五倍もあろうと思われる荷を負う

たのが行列する朝。

黒の詰襟に赤い鉢巻の帽子のお巡りさんは日清

戦争頃を思わせる。

今殺して剥いだばかりの皮と、同じ運命のワン公

達が一つところに縛られて取引されている。

朝鮮人は遠くから見ていると人間とは取引のな

い人種のようで毒とも薬とも感じないが、面つき合

わせるとニクラシイ程コマシャクレている。

 （甲斐巳八郎）

＊新義州は、現在の朝鮮民主主義人民共和国平安北

道の道都である新義州市で、鴨緑江を挟んで中華人

民共和国丹東市と向かい合う国境の街である。文中

の鴨緑江には中朝友好橋が架かり、中朝交通の要衝

となっている。

№ 77「新義州　巳八郎」

№ 78 ［本渓湖］

　採炭夫の長屋が山の腹を匐
ほ

うて章魚の吸盤のよう

に八方に延び長屋の一つ一つから真っ黒な煙が立ち

上っている。

　湿気と汚れでボトボトする感じの麻袋をめくって
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ユデ章魚のように赤くなった坑夫たちが、めいめい

の長屋にかえってゆく。

　大きな氷柱が下って、坂道はコツコツに凍りつい

ていて歩きにくい。坑内からあがって来た抗夫達は

気味わるいほどにアオ白い半裸身を、さっきの麻袋

をくぐって、風呂に入った。

　こゝの抗夫達は顔が皆骨ばって黄色く下ぶくれて

いる。長屋を覗くと風呂からあがったばかりの彼等

は、ジメジメとした豆ランプの暗い部屋にアンペラ

の上にゴロリと横になったかと思うと、犬コロのよ

うに眠って了う。

　何時もは真黒に汚れた本渓湖が今日は雪で美し

い。

　田舎から正月の買い出しに出て来たらしい、牛も

驢馬も犬も橇をひいている。 （甲斐巳八郎）

№ 78「本渓湖　巳八郎」

第 94号（昭和８年３月 15日発行）

№ 79 ［大凌河架橋修理作業　甲斐巳八郎］

第 100号（昭和８年６月 15日発行）

№ 80 ［城壁　甲斐巳八郎］

　古い奉天の臭いを知ろうと思えば、城壁の外側を

一周するに限る。

　埃っぽくて、馬糞の臭いにヘキエキさせられる

が、ここは近代文化とは全く絶縁した面影ばかりが、

そっくりそのまま残っている。

　東城外には昔ながらの屋敷街が多く、南は商店

街、北は田舎もの相手らしい店舗が多いように見う

ける。

　小西門を左に折れ、もう一つ右に折れると、片方

が城壁、片方には傾いた軒の低い家が塵をかぶって

居並んでいる大マカな風景にぶつかる。

　時たま汽車が走り過ぎるほか、人通りは少ない。

　巡捕がケダルそうにポカンと突っ立っている。

　奉天には珍しい走り雨の後で、灰色の城壁が洗わ

れて側面が漆のように光って見える。

　陽は全くかくれて、雨雲に蔽われた空のあい間が

血のように焼けていた。

　雨をよけていたらしい売
マイクロデ

瓜的はジトジトにぬれて

汚れた真黒な帆布を身体に巻きつけて、城壁に吸い

ついたようにくっついている見すぼらしい風景。

　蝎
さそり

がランデブーをする頃だからと思って、巡捕の

銃剣ばかりが光る頃になるまで見て歩いたが、一ト

組のランデブーにも出合わなかった。

№ 80「奉天城外北　昭和七年八月二十日」

＊第 100 号の表紙裏に半ページの大きさで配され、

紙質の関係から本文中の挿絵よりも階調が再現され

ている。おそらく水彩画であろう。口絵にも掲載。
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No.81 ～ 83［クリーニング水滸伝　文は伊藤順三   

画は甲斐巳八郎］

＊伊藤順三は甲斐巳八郎よりも先に満鉄の嘱託画家

として活躍していた。特に色彩豊かに描かれた満鉄

ポスターに優れた作品を残している。「クリーニン

グ水滸伝」は第 114 号まで回を重ねて連載されて

いる。

№ 81［なし］

№ 82［なし］

№ 83［なし］

第 101号（昭和８年７月１日発行）

№ 84 ［金州街道　画 甲斐巳八郎　謡 江島京介］

№ 84「金州街道」

＊第 101 号の表紙裏を飾るもので、原図は半ペー

ジのスペースに配されている。

第 101号（昭和８年７月１日発行）

№85～ 87 ［クリーニング水滸伝　文は伊藤順三　

画は甲斐巳八郎］

№ 85［なし］
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№ 86［なし］

№ 87［なし］

第 102号（昭和８年７月 15日発行）

№88～ 90 ［クリーニング水滸伝　文は伊藤順三　

画は甲斐巳八郎］

№ 88［なし］

№ 89［なし］

№ 90［なし］

第 103号（昭和８年８月１日発行）

№ 91 ［新京風景］「水の出ないタンク」

＊表紙裏カット（全ページスペース、文章なし）



43

第 105号（昭和８年９月１日発行）

№ 92 ［東南山から　絵と文　甲斐巳八郎］

鞍
あん

山
ざん

は町なかにも野ッ原があり、畑がある。一
ちょっと

寸

郊外に出たら、満州では珍しい日本で見るような小

沼があって、蛙がグッグッと鳴いている。

楊
どろ

柳
やなぎ

の下の沼が夕陽に光って、風のない雨あがり

……鋸で裁ったような千山のスカイラインが、はる

かに屏風のように突ったっている。  

東南山の頂に立つと、町も製鋼所も大きな景観の

前の一小点景に過ぎない。

今にこの辺の小山が住宅地になり、鞍山の町から

千山へ、一直線の自動車道路が出来、沼も楊柳もと

り除けられて了ってせいぜいゴルフ・リンク位がこ

のまゝの姿で残るのではなかろうか。

＊表紙裏カット（全ページスペース）

第 107号（昭和８年 10月１日発行）

［クリーニング水滸伝　文は伊藤順三　画は甲斐巳

八郎］　№ 93～ 95

№ 93［なし］

№ 94［なし］「娘　惜　婆　閻」

№ 95［なし］
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寺
境
内
雲
中
庵
」
と
記
載
し
て
い
る
が
、
現
在
、
雲
中
庵
を
管
理
し
て
い
る
の
は
、
祥

雲
寺
に
隣
設
す
る
寺
院
、
香
林
院
で
あ
る
。
同
茶
室
は
、
渋
谷
区
の
有
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。

（
49
）　 
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
六
月
十
九
日
、
魯
堂
が
新
庵
開
き
と
し
て
行
っ
た
茶
事
。
こ

の
茶
事
に
つ
い
て
は
高
橋
箒
庵
『
東
都
茶
会
記
』
第
七
集
下
に
「
祥
雲
寺
内
新
席
」
と

題
し
て
詳
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、こ
の
と
き
箒
庵
が
提
案
し
た
「
雲
中
庵
」

の
名
は
「
祥
雲
寺
中
の
一
庵
」
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う
。
し
か
し
そ
の
場
で

は
決
定
せ
ず
、「
結
局
今
日
の
正
客
益
田
鈍
翁
が
之
れ
に
命
名
し
て
、
其
扁
額
を
揮
毫

す
べ
く
満
場
一
致
に
て
決
定
し
た
れ
ば
、
不
日
佳
名
を
得
た
ら
ん
時
、
重
ね
て
之
れ
を

披
露
す
べ
き
な
り
。」
と
述
べ
て
い
る
。

（
50
）　 

原
三
溪
（
一
八
六
八
―
一
九
三
九
）、
旧
姓
は
青
木
、
本
名
は
富
太
郎
。
実
業
家
。
原

善
三
郎
の
孫
娘
と
結
婚
、
生
糸
貿
易
商
を
継
ぎ
発
展
さ
せ
、
銀
行
家
と
し
て
も
活
躍
し

て
財
を
な
し
た
。
古
美
術
の
収
集
家
、
茶
人
で
あ
る
と
と
も
に
、
小
林
古
径
、
前
田
青

邨
ら
を
援
助
す
る
な
ど
近
代
日
本
画
の
大
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

（
51
）　 

こ
の
「
掃
雲
台
」
は
「
碧
雲
台
」
を
誤
記
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
碧
雲
台
は
、
益
田

鈍
翁
が
品
川
の
御
殿
山
に
建
て
た
本
邸
の
呼
称
。
鈍
翁
が
創
始
し
た
茶
会
「
大
師
会
」

の
第
一
回
は
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）、
こ
の
場
所
で
開
か
れ
た
。
一
方
、
掃
雲

台
は
鈍
翁
が
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）、
小
田
原
板
橋
に
築
い
た
別
邸
の
呼
称
で
、
政

斎
は
両
者
を
混
同
し
た
よ
う
で
あ
る
。

（
52
）　 

鈍
翁
か
ら
「
有
望
」
の
号
を
賜
っ
た
経
緯
は
『
雲
中
庵
茶
会
記
』
第
一
冊
、
昭
和
五
年

六
月
五
日
「
小
田
原
掃
雲
台
行
き
」（
影
印
本
七
十
七
頁
）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

（
53
）　 

こ
の
一
文
に
つ
い
て
は
「
花
に
心
か
ら
」
を
削
除
す
る
こ
と
で
意
味
が
通
る
が
、
字
消

し
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

（
54
）　 

こ
の
「
暁
山
」
は
「
暁
雲
」
を
誤
記
し
た
も
の
か
。
藤
原
暁
雲
（
一
八
六
九
―

一
九
六
〇
）、
本
名
は
銀
次
郎
。
実
業
家
。
王
子
製
紙
の
社
長
を
務
め
「
製
紙
王
」
と

称
さ
れ
た
。

〈
主
要
参
考
文
献
〉

　
① 

　
高
橋
義
雄
『
近
世
道
具
移
動
史
』（
昭
和
四
年
）

　
② 

　
斎
藤
利
助
『
書
画
骨
董
回
顧
五
十
年
』（
四
季
社
、
昭
和
三
十
二
年
）

　
③ 

　『
講
談
社
日
本
人
名
大
辞
典
』（
講
談
社
、
平
成
十
三
年
）

　
④ 

　『
角
川
茶
道
大
事
典
』（
角
川
書
店
、
平
成
十
四
年
）

　
⑤ 

　 

東
京
美
術
倶
楽
部
百
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
美
術
商
の
百
年
　
東
京
美
術
倶
楽
部
百

年
史
』（
株
式
会
社
東
京
美
術
倶
楽
部
・
東
京
美
術
商
共
同
組
合
、
平
成
十
八
年
）

　
⑥
　  

齋
藤
康
彦
『
近
代
数
寄
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
茶
の
湯
を
愛
し
た
実
業
家
た
ち
』（
思

文
閣
出
版
、
平
成
二
十
四
年
）

　
⑦
　  

岡
山
理
香
「
建
築
家
仰
木
魯
堂
の
生
涯
と
そ
の
作
品
に
つ
い
て
⑴
」『
東
京
都
市
大
学

共
通
教
育
学
部
紀
要
』
七
号
（
平
成
二
十
六
年
）

　
⑧
　  

株
式
会
社
目
の
眼
編
『
目
の
眼
』
四
七
七
号
（
平
成
二
十
八
年
）
中
、
特
集
2
「
日
々

是
好
日
　
北
鎌
倉
伝
説
の
茶
会
」
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（
31
）　 

加
藤
正
義
（
一
八
五
四
―
一
九
二
三
）。
実
業
家
。
兵
庫
県
勧
業
課
長
を
へ
て
農
商
務

省
に
入
り
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）、
森
岡
昌
純
と
と
も
に
政
府
支
援
の
共
同
運

輸
へ
出
向
。
郵
便
汽
船
三
菱
と
の
調
停
に
奔
走
し
、
両
社
の
合
併
に
よ
る
日
本
郵
船
の

設
立
を
実
現
。
同
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
に
同
社
副
社
長
。
ま
た
湖
南
汽
船
な
ど
を

創
立
。

（
32
）　 

瓜
生
寅
（
前
掲
註
11
）
も
し
く
は
そ
の
弟
、震
（
一
八
五
三
―
一
九
二
〇
）
の
こ
と
か
。

瓜
生
震し
ん

（
一
八
五
三
―
一
九
二
〇
）、
号
は
百
里
。
実
業
家
。
長
崎
で
蘭
学
を
学
び
、

坂
本
龍
馬
の
海
援
隊
に
属
す
る
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）、
工
部
省
鉄
道
寮
に
入
り
、

岩
倉
使
節
団
に
し
た
が
い
欧
米
を
視
察
。
の
ち
高
島
炭
鉱
長
崎
支
店
長
、
麒
麟
麦
酒
。

東
京
海
上
保
険
な
ど
の
役
員
を
つ
と
め
た
。

（
33
）　 

戸
塚
文
海
（
一
八
三
五
―
一
九
〇
一
）。
蘭
方
医
。
戸
塚
静
海
の
養
子
。
緒お

方が
た

洪こ
う

庵あ
ん

、

坪
井
信
道
、
の
ち
長
崎
で
ボ
ー
ド
イ
ン
に
師
事
し
、
徳
川
慶
喜
の
侍
医
と
な
る
。
明
治

五
年
（
一
八
七
二
）、
海
軍
省
に
入
り
、
同
九
年
軍
医
総
監
、
同
十
年
初
代
医
務
局
長
。

退
官
後
、
高
木
兼か
ね

寛ひ
ろ

ら
と
共
立
東
京
病
院
（
東
京
慈
恵
医
院
の
前
身
）
を
設
立
し
た
。

（
34
）　
不
詳
。

（
35
）　 

若
井
兼
三
郎
（
一
八
三
四
―
一
九
〇
八
）。
画
商
・
道
具
商
。
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）、

ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
に
際
し
て
松
尾
儀
助
ら
と
共
に
渡
欧
。
そ
の
後
、
日
本
の
美
術

工
芸
品
の
輸
出
販
売
を
目
的
と
し
た
起
立
工
商
会
社
を
創
立
し
、
副
頭
取
と
な
っ
た
。

（
36
）　 

高
橋
箒
庵
（
一
八
六
一
―
一
九
三
七
）、
本
名
は
義
雄
。
実
業
家
。
三
井
銀
行
、
三
井

呉
服
店
な
ど
を
へ
て
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）、
王
子
製
紙
専
務
を
最
後
に
実

業
界
を
引
退
。益
田
鈍
翁
ら
と
と
も
に
数
寄
者
と
し
て
活
躍
し
た
。『
大
正
名
器
鑑
』、『
東

都
茶
会
記
』
な
ど
、
茶
道
に
関
す
る
著
作
が
多
数
あ
る
。

（
37
）　 

梅
沢
安
蔵
（
生
没
年
不
詳
）、
号
は
鶴
叟
。
道
具
商
。
浅
草
三
好
町
（
現
在
の
東
京
都

台
東
区
蔵
前
）
に
店
を
も
ち
、
屋
号
を
「
鈴
木
屋
」
と
称
し
た
。

（
38
）　 

三
代
目
・
石
野
力
蔵
（
生
年
不
詳
―
一
九
二
七
）、
号
は
宗
澄
。
道
具
商
。
日
本
橋
濱
町 

（
現
在
の
東
京
都
中
央
区
北
東
部
）
に
店
を
も
ち
、
屋
号
を
「
山
澄
商
店
」
と
称
し
た
。

（
39
）　 

四
代
目
・
伊
丹
善
蔵
（
生
年
不
詳
―
一
八
九
九
）。
道
具
商
。
東
京
に
店
を
も
ち
、
屋

号
を
「
大
善
」
と
称
し
た
。

（
40
）　 

伊
丹
元
七
、信
太
郎
親
子
。
道
具
商
。
元
七
は
伊
丹
善
蔵
の
分
家
で
東
京
に
店
を
も
ち
、

屋
号
を
「
大
元
」
と
称
し
た
。
元
七
の
子
息
信
太
郎
は
、
三
井
物
産
に
入
社
し
て
い
た

が
、
元
七
の
死
後
「
大
元
」
を
継
い
だ
。（
参
考
：
山
岸
良
二
「『
貝
塚
』
誌
と
伊
丹
信

太
郎
」『
郵
政
考
古
紀
要
』
三
十
四
号
　
平
成
十
六
年
）

（
41
）　
不
詳
。

（
42
）　 

八
田
富
三
郎
（
一
八
六
二
―
一
九
三
六
）、
号
は
円
斎
。
茶
匠
。
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
茶

の
湯
に
親
し
み
、
初
め
杉
江
兵
八
に
茶
を
学
ぶ
が
、
の
ち
京
都
で
裏
千
家
家
元
円
能
斎

千
宗
室
に
師
事
し
た
。
そ
の
後
、
東
京
に
出
て
道
具
店
を
営
む
か
た
わ
ら
、
数
寄
者
と

深
く
交
わ
っ
た
。

（
43
）　 

南
み
な
み

鞘さ
や

町ち
ょ
うは

現
在
の
東
京
都
中
央
区
京
橋
一
・
二
丁
目
に
あ
っ
た
町
名
で
、
関
東
大
震
災

復
興
後
の
区
画
整
理
に
際
し
て
廃
止
さ
れ
た
。

（
44
）　 

山
田
瓢
庵
（
一
八
九
七
―
一
九
八
〇
）、
本
名
は
健
太
郎
。
道
具
商
。
昭
和
十
八
年

（
一
九
四
三
）、
東
京
美
術
倶
楽
部
の
監
査
役
、
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）、
同
第

六
代
社
長
、
同
取
締
役
会
長
。
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）、
同
会
長
辞
任
、
相
談 

役
。
父
、
保
次
郎
の
後
を
継
ぐ
。

（
45
）　 

山
田
保
次
郎
（
一
八
六
〇
―
没
年
不
詳
）、
号
は
松
荷
庵
。
道
具
商
。
明
治
二
十
八
年

（
一
八
九
五
）、
茶
道
具
店
「
玉
鳳
堂
」
を
創
業
。
本
文
に
保
太
郎
と
記
す
の
は
、
子
息

健
太
郎
（
前
掲
註
44
）
と
混
同
し
た
た
め
に
生
じ
た
誤
り
か
。

（
46
）　 

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
発
行
さ
れ
た
国
華
倶
楽
部
編
『
罹
災
美
術
品
目
録
』
の
こ

と
と
も
思
わ
れ
る
が
定
か
で
は
な
い
。
な
お
、
本
書
は
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
閲
覧
で
き
る
。

 
 
 

〈http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1215483

〉

（
47
）　 
下し
も

槇ま
き

町ま
ち

は
現
在
の
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
三
丁
目
に
あ
っ
た
町
名
で
、
関
東
大
震
災
復

興
後
の
区
画
整
理
に
際
し
て
廃
止
さ
れ
た
。

（
48
）　 

祥
し
ょ
う

雲う
ん

寺じ

は
東
京
都
渋
谷
区
広
尾
に
あ
る
臨
済
宗
大
徳
寺
派
の
寺
院
。
瑞
泉
山
と
号
し
、

筑
前
福
岡
城
主
黒
田
忠
之
の
開
基
で
、
開
山
は
竜
岳
宗
劉
。
忠
之
が
父
長
政
の
冥
福
を

祈
る
た
め
に
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
に
建
立
し
た
と
伝
え
る
（
全
日
本
仏
教
会
・
寺

院
名
鑑
刊
行
会
編
『
全
国
寺
院
名
鑑
』、
昭
和
四
十
四
年
）。
な
お
、
政
斎
は
、「
祥
雲
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茶
匠
。
爵
位
は
伯
爵
。
松
浦
家
は
、
初
代
平
戸
藩
主
鎮し
げ

信の
ぶ

以
来
石
州
流
を
伝
え
る
大
家

で
数
多
く
の
明
器
を
蔵
し
て
い
た
が
、
心
月
庵
は
こ
れ
を
駆
使
し
て
一
〇
〇
回
茶
事
を

行
い
、
ま
た
和
敬
会
を
設
立
す
る
な
ど
意
欲
的
に
茶
道
の
普
及
に
努
め
た
。

（
17
）　 
石
黒
忠た
だ

悳の
り

（
一
八
四
五
―
一
九
四
一
）、
号
は
況
翁
。
医
師
に
し
て
軍
人
。
爵
位
は
子 

爵
。
若
く
し
て
医
学
を
学
び
、
の
ち
陸
軍
軍
医
と
な
り
軍
医
制
度
を
完
成
。
茶
に
は
明

治
十
年
（
一
八
七
七
）
頃
か
ら
興
味
を
持
ち
、
特
に
茶
義
道
と
い
う
言
葉
を
作
り
名
物

に
と
ら
わ
れ
ぬ
合
理
主
義
的
な
茶
道
を
主
張
。
近
代
の
数
寄
者
界
に
重
き
を
な
し
た
。

（
18
）　 

三
井
高た
か

保や
す

（
一
八
五
〇
―
一
九
二
二
）、
号
は
華
精
。
実
業
家
。
三
井
八
郎
右
衛
門
高た
か

福よ
し

の
六
男
に
生
ま
れ
る
。
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
に
室
町
三
井
家
十
代
を
継
い
だ
。

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
に
三
井
銀
行
総
長
に
就
任
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）

一
月
の
辞
任
ま
で
手
腕
を
ふ
る
っ
た
。
茶
を
表
千
家
十
一
世
碌
々
斎
に
学
び
、
和
敬
会

の
一
員
と
し
て
活
躍
。
多
く
の
名
品
を
所
蔵
し
、
不
審
庵
の
再
興
に
も
尽
力
し
た
。

（
19
）　 

三
井
高
弘
（
一
八
四
九
―
一
九
一
九
）、
号
は
松
頼
。
実
業
家
。
三
井
八
郎
右
衛
門
高

福
の
五
男
に
生
ま
れ
る
。
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
三
井
南
家
八
代
を
継
い
だ
。
明

治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
に
第
一
国
立
銀
行
取
締
役
と
な
り
、
の
ち
三
井
鉱
産
理
事
、

同
物
産
社
長
を
歴
任
。
茶
は
表
千
家
十
二
世
惺
斎
に
学
び
、
和
敬
会
の
一
員
と
し
て
活

躍
。

（
20
）　 

益
田
英
作
（
一
八
六
四
―
一
九
二
一
）、
号
は
紅
艶
。
益
田
鈍
翁
、
非
黙
の
弟
。
不
白

流
の
川
上
宗
順
や
茶
人
千
葉
勝
五
郎
と
交
わ
り
道
具
目
利
き
に
長
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
古
美
術
商
多
聞
店
を
開
い
た
ほ
か
、
鈍
翁
の
収
集
と
茶
事
を
助
け
た
。

（
21
）　 

益
田
克
徳
（
一
八
四
八
―
一
九
〇
三
）、
号
は
非
黙
。
益
田
鈍
翁
の
次
弟
。
二
十
代
半

ば
か
ら
宗
徧
流
の
茶
を
学
び
、
柏
木
探
古
に
兄
事
す
る
な
ど
し
て
道
具
目
利
き
と
作
庭

に
長
じ
た
。
長
く
根
岸
に
住
ん
で
よ
く
茶
事
を
行
っ
た
。

（
22
）　 

浅
田
正ま
さ

文ぶ
み

（
一
八
五
四
―
一
九
一
二
）。
実
業
家
。
明
治
政
府
の
会
計
局
に
つ
と
め
、

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
三
菱
商
会
に
入
る
。
同
十
八
年
（
一
八
八
五
）、
共
同
運

輸
と
の
合
併
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
日
本
郵
船
に
移
り
、
同
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）

専
務
。
東
武
鉄
道
、
明
治
製
糖
の
創
立
・
経
営
に
も
加
わ
っ
た
。

（
23
）　 

青
地
幾
次
郞
（
一
八
四
九
―
没
年
不
詳
）、
号
は
湛
海
。
青
地
家
は
も
と
伊
勢
屋
と
い

う
浅
草
蔵
前
の
札
差
。
茶
は
表
千
家
流
と
も
い
い
和
敬
会
の
一
員
と
し
て
活
躍
し
た
。

（
24
）　 

大
住
喜
右
衛
門（
一
八
四
二
―
一
九
一
二
）、号
は
清
白
。
京
橋
の
菓
子
舗
凮
月
堂
主
人
。

五
代
目
大
住
喜
右
衛
門
を
襲
名
。
茶
は
石
州
流
を
学
び
、
明
治
維
新
後
の
茶
道
の
衰
微

の
中
で
進
ん
で
茶
会
を
催
し
、
そ
の
復
興
に
尽
く
し
た
（
参
考
：「
風
月
堂
の
歩
み
と

時
代
年
表
」〈http://w

w
w
.fugetsudo-ueno.co.jp/chronological_table.htm

l

〉     

二
〇
一
七
年
一
月
十
日
）。

（
25
）　 

伊
集
院
兼か
ね

常つ
ね

（
一
八
三
六
―
一
九
〇
九
）。
も
と
薩
摩
藩
士
。
海
軍
省
に
は
い
り
、
明

治
十
一
年
（
一
八
七
八
）、
工
部
省
営
繕
局
に
転
じ
て
ま
も
な
く
退
職
、
鹿
鳴
館
の
建

築
に
従
事
す
る
。
の
ち
参
宮
鉄
道
、
大
日
本
土
木
の
社
長
を
務
め
た
。

（
26
）　 

安
田
善
次
郎
（
一
八
三
八
―
一
九
二
一
）、号
は
松
翁
。
実
業
家
。
明
治
元
年
（
一
八
六 

八
）、
日
本
橋
に
両
替
商
安
田
屋
を
開
き
、
同
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
安
田
銀
行
に
発 

展
、
安
田
財
閥
の
礎
を
築
い
た
。
同
年
よ
り
茶
に
本
格
的
に
親
し
み
、
自
会
二
十
八
回
、

他
会
三
六
五
回
の
茶
会
記
が
残
さ
れ
、
没
後
、『
松
翁
茶
会
記
』
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

（
27
）　 

柏
木
貨
一
郎
（
一
八
四
五
―
一
八
九
八
）、
号
は
探
古
。
徳
川
幕
府
の
普
請
方
、
維
新

後
建
築
請
負
を
業
と
し
た
。
古
美
術
の
鑑
識
に
長
じ
、『
源
氏
物
語
絵
巻
』（
五
島
美
術

館
蔵
）
の
旧
蔵
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

（
28
）　 

朝
吹
英
二
（
一
八
四
九
―
一
九
一
八
）、
号
は
柴さ
い

庵あ
ん

。
実
業
家
。
福
沢
諭
吉
邸
の
玄
関

番
と
な
り
、
貿
易
、
炭
鉱
経
営
な
ど
に
携
わ
り
、
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
よ
り

鐘
ヶ
渕
紡
績
専
務
、
三
井
合
名
会
社
参
事
な
ど
を
歴
任
し
た
。
茶
は
益
田
克
徳
の
勧
め

で
親
し
ん
だ
。

（
29
）　 

赤
星
弥
之
助
（
一
八
五
五
―
一
九
〇
四
）。
実
業
家
。
日
清
戦
争
に
際
し
、
大
砲
鋳
造

な
ど
で
巨
利
を
得
た
。
茶
を
裏
千
家
十
三
世
円
能
斎
宗
室
に
学
ん
だ
。
井
上
世
外
の
麻

布
鳥
井
坂
邸
に
あ
っ
た
八
窓
庵
を
買
収
し
、
ま
た
茶
道
具
の
大
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
多

く
の
名
品
を
収
蔵
。

（
30
）　 

近
藤
廉
平
（
一
八
四
八
―
一
九
二
一
）。
実
業
家
。
岩
崎
弥
太
郎
に
認
め
ら
れ
、
明
治

五
年
（
一
八
七
二
）、三
川
商
会
（
の
ち
三
菱
商
会
）
に
入
る
。
同
十
六
年
（
一
八
八
三
）、

郵
便
汽
船
三
菱
会
社
の
横
浜
支
店
支
店
長
と
な
り
、
同
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
か
ら

庚
申
の
日
本
郵
船
社
長
を
二
十
六
年
間
務
め
た
。
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第
十
九
（
昭
和
三
十
一
年
十
二
月
―
三
十
二
年
十
月
）

　
　
　
　
　
第
二
十
（
昭
和
三
十
二
年
十
一
月
―
三
十
三
年
四
月
）

（
２
）　 
益
田
鈍
翁
（
一
八
四
八
―
一
九
三
八
）、
本
名
は
孝
。
爵
位
は
男
爵
。
実
業
家
。
三
井

物
産
の
設
立
に
か
か
わ
り
、
三
井
財
閥
を
支
え
た
。
明
治
中
期
頃
か
ら
茶
を
は
じ
め
、

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
よ
り
現
在
ま
で
続
く
大
師
会
を
開
催
。
茶
道
具
収
集
に

注
力
し
、
そ
れ
ら
を
用
い
た
茶
会
を
精
力
的
に
開
催
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
実
業
家
を

茶
の
湯
に
引
き
入
れ
た
。
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
の
分
割
を
主
導
し
た
。

（
３
）　 

松
永
耳
庵
（
一
八
七
五
―
一
九
七
一
）、
本
名
は
安
左
エ
門
。
実
業
家
に
し
て
政
治
家
。

大
多
数
の
反
対
勢
力
に
立
ち
向
か
っ
て
電
力
事
業
の
再
編
成
を
成
し
遂
げ
、
戦
後
日
本

の
経
済
成
長
を
支
え
る
こ
と
と
な
っ
た
そ
の
功
績
か
ら
「
電
力
の
鬼
」
と
称
さ
れ
た
。

益
田
鈍
翁
（
前
掲
註
２
）
や
原
三
溪
（
後
掲
註
50
）
等
と
の
交
流
を
通
じ
、
還
暦
を
過

ぎ
て
茶
に
親
し
み
、
代
表
的
な
近
代
数
寄
者
の
一
人
と
な
っ
た
。

（
４
）　 

團
琢
磨
（
一
八
五
八
―
一
九
三
二
）・
團
伊
能
（
一
八
九
二
―
一
九
七
三
）
親
子
。
号

は
そ
れ
ぞ
れ
、
狸り

山ざ
ん

・
疎そ

林り
ん

庵あ
ん

。
と
も
に
爵
位
は
男
爵
。
琢
磨
は
三
井
三
池
炭
鉱
の
経

営
を
行
い
、
三
井
財
閥
の
総
帥
と
な
る
。
伊
能
は
琢
磨
の
長
男
で
、
実
業
家
、
政
治
家
、

美
術
史
家
。
と
も
に
茶
道
具
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
知
ら
れ
る
。

（
５
）　 

井
上
馨か
お
る（

一
八
三
六
―
一
九
一
五
）、
号
は
世
外
。
爵
位
は
公
爵
。
政
治
家
、
実
業
家
。

古
美
術
の
収
集
家
と
し
て
名
を
な
す
。
東
大
寺
か
ら
移
設
し
た
八
窓
庵
の
席
披
き
に
明

治
天
皇
が
行
幸
し
た
。
茶
席
に
仏
教
美
術
を
用
い
、
茶
の
湯
に
新
し
い
側
面
を
も
た
ら

し
た
。

（
６
）　 

馬ま

越ご
し

恭
平
（
一
八
四
四
―
一
九
三
三
）、
号
は
化か

生せ
い

。
実
業
家
。
大
日
本
麦
酒
の
社
長

を
務
め
、「
日
本
の
ビ
ー
ル
王
」
と
呼
ば
れ
た
。
益
田
鈍
翁
の
す
す
め
で
茶
を
は
じ
め

江
戸
千
家
で
茶
を
学
ぶ
。
中
興
名
物
《
田
村
文
琳
》（
藤
田
美
術
館
蔵
）
を
は
じ
め
名

物
道
具
を
多
数
所
蔵
し
た
。

（
７
）　 

小
倉
常
吉
（
一
八
六
五
―
一
九
三
四
）。
実
業
家
。
明
治
中
期
頃
か
ら
石
油
販
売
業
を

始
め
、
小
倉
石
油
を
設
立
、
日
本
屈
指
の
石
油
会
社
と
し
た
。
明
治
末
期
に
経
営
難
に

陥
っ
た
百
花
園
（
現
・
向
島
百
花
園
）
を
救
済
し
た
。
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
の
分
割
時

に
、《
僧
正
遍
照
》（
出
光
美
術
館
蔵
）
を
入
手
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

（
８
）　 

益
田
鈍
翁
が
、
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
に
弘
法
大
師
筆
《
崔
子
玉
座
右
銘
》
一

巻
を
披
露
す
る
茶
会
を
、
大
師
入
定
の
縁
日
に
東
京
品
川
御
殿
山
の
自
邸
で
催
し
た
こ

と
に
始
ま
る
。
以
後
、
財
界
の
巨
頭
が
持
ち
ま
わ
り
で
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
西

の
光
悦
会
と
な
ら
ぶ
、
代
表
的
な
大
寄
せ
茶
会
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

（
９
）　 

東
京
美
術
倶
楽
部
は
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
四
月
十
日
に
設
立
さ
れ
た
、
東

京
の
美
術
書
画
骨
董
商
約
三
〇
〇
人
に
よ
る
会
社
組
織
。
東
茶
会
は
昭
和
二
十
四
年

（
一
九
四
九
）
十
月
十
日
に
、
美
術
と
茶
道
と
の
関
連
性
を
も
っ
た
茶
会
と
し
て
発
足
。

（
10
）　 

好
日
会
は
、戦
禍
と
敗
戦
に
よ
る
荒
廃
の
中
で
和
敬
静
寂
の
精
神
を
取
り
戻
す
た
め
に
、

当
時
北
鎌
倉
に
住
し
て
い
た
道
具
商
、
斎
藤
利
助
（
一
八
八
九
―
一
九
七
二
、
号
は
寿

福
庵
）
に
よ
っ
て
、
昭
和
二
十
年
代
初
め
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
茶
会
。
寿
福
庵
が
亡
く

な
り
閉
会
と
な
る
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
ま
で
、
毎
月
十
五
日
に
茶
会
が
催
さ

れ
、
松
永
耳
庵
（
前
掲
註
３
）
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
数
寄
者
が
集
っ
た
。

（
11
）　 

瓜う
り

生ゅ
う

寅は
じ
め（
一
八
四
二
―
一
九
一
三
）、
号
は
梅
邨
。
官
僚
、
実
業
家
。
幕
府
の
英
語
学

校
教
授
と
な
る
。
の
ち
、
登
用
さ
れ
大
阪
理
学
校
長
、
神
戸
税
関
長
、
鉄
道
助
な
ど
を

務
め
た
。
　

（
12
）　 

高
橋
是
清
（
一
八
五
四
―
一
九
三
六
）。
政
治
家
。
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
か

ら
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
ま
で
日
銀
総
裁
を
務
め
る
。
そ
の
後
大
蔵
大
臣
に
就
任
、

大
正
十
年
に
原
敬
が
暗
殺
さ
れ
た
後
は
、
第
二
十
代
内
閣
総
理
大
臣
と
な
っ
た
。

（
13
）　 

高
橋
新
吉
（
一
八
四
三
―
一
九
一
八
）。
官
僚
、
実
業
家
。
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）

に
ア
メ
リ
カ
に
留
学
、
帰
国
後
、
大
蔵
省
勤
務
な
ど
を
へ
て
、
明
治
二
十
一
年

（
一
八
八
八
）
に
九
州
鉄
道
初
代
社
長
に
就
任
し
た
。

（
14
）　 

松
方
正
義
（
一
八
三
五
―
一
九
二
四
）。
政
治
家
。
パ
リ
万
国
博
覧
会
の
事
務
局
副
総

裁
と
な
り
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
渡
欧
。
明
治
十
四
年
よ
り
、
大
蔵
卿
、
蔵
相

と
し
て
紙
幣
整
理
、
増
税
の
松
方
財
政
を
推
進
し
た
ほ
か
、
明
治
二
十
四
年
、
二
十
九

年
の
二
度
内
閣
総
理
大
臣
を
務
め
た
。

（
15
）　 

大お

鋸が

町ち
ょ
うは

現
在
の
東
京
都
中
央
区
京
橋
一
丁
目
に
あ
っ
た
町
名
で
、
関
東
大
震
災
復
興

後
の
区
画
整
理
に
際
し
て
廃
止
さ
れ
た
。

（
16
）　 

松
浦
詮あ
き
ら（

一
八
四
〇
―
一
九
〇
八
）、
号
は
心
月
庵
。
旧
平
戸
松
浦
家
の
当
主
に
し
て
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自
作
品
で
あ
る
。

　
花
入
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
は
、
花
で
あ
る
。
私
が
多
く
の
茶
の
湯

に
列
し
、
花
に
心
か
ら
心
に
と
ま
る
花
に
出
会
っ
た
こ
と
の
稀
で
あ
る 

―
―
―
―
― 
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こ
と
）
53
（

。
高
価
だ
と
か
季
節
は
ず
れ
の
珍
花
を
誇
り
、
花
入
に
対

す
る
調
和
を
無
視
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
一
茎
の
野
草
に
こ
そ
無

限
な
幽
玄
と
趣
き
を
添
え
（
マ
マ
）の

に
、
殊
に
新
興
茶
人
や
茶
道

商
の
茶
に
到
っ
て
は
猶
更
感
服
せ
ら
れ
な
い
も
の
ば
か
り
。

　
そ
こ
へ
行
く
と
、
益
田
さ
ん
な
ど
は
、
自
園
栽
培
の
花
と
か
、
箱
根

の
山
草
な
ど
用
い
ら
れ
、
活
け
方
も
心
入
れ
に
群
を
抜
い
て
い
た
。
そ
れ

と
は
別
に
、
藤
原
暁
山
）
54
（

翁
ハ
北
海
道
と
か
樺
太
あ
た
り
か
ら
、
は
ざ

わ
ざ
採
よ
せ
珍
花
を
誇
っ
た
も
の
だ
。
そ
れ
丈
茶
に
そ
ぐ
わ
な
い
物 

―
―
―
―
― 
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が
あ
っ
た
。
い
か
に
時
代
の
変
化
で
も
、
大
に
考
え
慎
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
、
い
よ
い
よ
茶
会
記
の
本
文
に
移
る
が
、
最
初
の
記
録
の

多
く
は
震
災
や
戦
時
疎
開
の
際
焼
失
又
ハ
散
失
し
た
の

で
、
現
在
残
る
手
元
の
日
記
の
内
よ
り
記
録
す
る
こ
と
に
し
た
。
従

っ
て
茶
会
記
は
相
当
量
滅
し
た
こ
と
は
止
む
を
得
な
い
訳
で
あ

る
。
此
記
録
が
後
日
茶
家
に
と
り
何
ら
か
の
参
考
に
も

な
ら
ば
幸
い
と
想
ふ
。
了

〈
註
〉

（
１
）　 

仰
木
政
斎
著
・
味
岡
敏
雄
編
『
雲
中
庵
茶
会
記
』（
限
定
一
〇
〇
部
・
非
売
品
、
平
成

九
年
七
月
八
日
発
行
）

　
　
　 

　
こ
の
影
印
本
は
、
全
二
十
冊
か
ら
な
る
原
書
を
「
戦
前
・
戦
中
」
と
「
戦
後
」
の
上

下
二
冊
に
整
え
、
登
場
人
物
解
説
、
政
斎
の
年
譜
・
著
作
目
録
等
を
加
え
た
も
の
で
あ

る
。
目
次
の
記
載
に
基
い
て
そ
の
構
成
を
紹
介
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
　

　
　
　
　
上
巻
（
戦
前
・
戦
中
）

　
　
　
　
　
第
一
　（
昭
和
五
年
一
月
―
五
年
五
月
）

　
　
　
　
　
第
二
　（
昭
和
五
年
八
月
―
十
一
年
十
一
月
）

　
　
　
　
　
第
三
　（
昭
和
十
一
年
十
一
月
―
十
二
年
三
月
）

　
　
　
　
　
第
四
　（
昭
和
十
二
年
三
月
―
十
四
年
三
月
）

　
　
　
　
　
第
五
　（
昭
和
十
四
年
四
月
―
十
六
年
二
月
）

　
　
　
　
　
第
六
　（
昭
和
十
六
年
二
月
―
十
六
年
十
二
月
）

　
　
　
　
　
第
七
　（
昭
和
十
七
年
一
月
―
十
八
年
十
月
）

　
　
　
　
　
第
八
　（
昭
和
十
八
年
十
月
―
十
九
年
十
月
）

　
　
　
　
　
第
九
　（
昭
和
十
九
年
十
月
―
二
十
年
八
月
）

　
　
　
　
下
巻
（
戦
後
）

　
　
　
　
　
第
九
　（
昭
和
二
十
年
九
月
―
二
十
一
年
二
月
）

　
　
　
　
　
第
十
　（
昭
和
二
十
一
年
二
月
―
二
十
三
年
五
月
）

　
　
　
　
　
第
十
一
（
昭
和
二
十
三
年
五
月
―
二
十
五
年
二
月
）

　
　
　
　
　
第
十
二
（
昭
和
二
十
五
年
三
月
―
二
十
六
年
六
月
）

　
　
　
　
　
第
十
三
（
昭
和
二
十
六
年
六
月
―
二
十
七
年
十
月
）

　
　
　
　
　
第
十
四
（
昭
和
二
十
七
年
十
一
月
―
二
十
八
年
十
二
月
）

　
　
　
　
　
第
十
五
（
昭
和
二
十
八
年
十
二
月
―
二
十
九
年
十
一
月
）

　
　
　
　
　
第
十
六
（
昭
和
二
十
九
年
十
一
月
―
三
十
年
四
月
）

　
　
　
　
　
第
十
七
（
昭
和
三
十
年
四
月
―
三
十
年
十
二
月
）

　
　
　
　
　
第
十
八
（
昭
和
三
十
年
十
二
月
―
三
十
一
年
十
二
月
）
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私
は
工
芸
家
の
立
場
か
ら
茶
に
興
味
を
持
っ
て
已
来
、
幸

ひ
に
も
益
田
鈍
翁
初
め
原
三
溪
）
50
（

團
狸
山
翁
ら
の
大
家
に

接
し
、
特
に
鈍
翁
御
殿
山
掃
雲
台
）
51
（

時
第
（
マ
マ
）よ

り
、
蔵
庫
に
積
載

さ
れ
る
多
く
の
美
術
品
あ
る
に
も
か
か
は
ら
ず
、
翁
は
自
己
の
好
み
を

作
家
に
令
し
、
新
作
品
を
名
器
と
共
に
并
用
せ
ら
れ
或
ハ
知
己 

―
―
―
―
― 
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に
割
愛
せ
ら
れ
た
事
は
、
他
の
数
寄
者
の
骨
董
品
で
な
く
ば

用
い
ざ
る
が
如
き
脾
見
さ
は
な
か
っ
た
。
私
も
翁
に
依
っ
た
指
導
で

大
に
啓
発
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
私
の
雅
号
た
る
有
望
と
称
ゆ
る
は
鈍
翁
か
ら
の
称
号
で
あ
る
）
52
（

。

　
こ
こ
で
魯
堂
に
つ
い
て
今
一
ト
ツ
逸
話
を
誌
て
見
た
い
。

　
魯
堂
が
大
鋸
町
か
ら
南
鞘
町
に
移
転
し
た
頃
の
事
で
あ
る
。

借
家
住
い
の
こ
の
家
に
も
無
論
茶
席
は
な
く
、
移
転
と
共
に
早

速
大
家
（
家
主
）
に
茶
席
造
築
の
諒
解
を
求
め
た
処
、
茶
席
の
何
た
る 

―
―
―
― 
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を
知
ら
ぬ
家
作
主
は
ト
ン
デ
も
な
い
と
拒
否
せ
ら
れ
た
。

　
茶
席
の
な
い
に
は
一
日
も
耐
え
ら
れ
ぬ
兄
ハ
、
狭
い
庭
の
あ
る
の
を
幸

ひ
、
茶
友
で
あ
る
山
田
保
太
郎
氏
に
相
談
す
る
と
、
氏
ハ
曰
ク
ア
ナ
タ
が

家
主
に
相
談
す
る
か
ら
断
ら
れ
る
の
だ
、
カ
マ
ワ
ズ
無
談
（
マ
マ
）で

お
建

な
さ
い
、
そ
の
か
わ
り
、
茶
席
が
出
来
た
ら
、
先
ず
大
家
を
最

初
に
招
く
こ
と
だ
、
茶
席
な
ど
知
な
（
マ
マ
）ぬ

大ヲ
ウ

家
は
、
後
日
無
償
で

引
渡
す
こ
と
丈
覚
悟
な
ら
必
ず
㐂
ぶ
に
キ
マ
ッ
テ
い
る
と
建
築
し
た

そ
こ
で
山
田
の
進
め
で
二
階
つ
き
二
畳
台
目
の
小
間
を
造
っ
た
も
の
だ 

―
―
―
― 
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さ
て
出
来
上
る
と
、
予
定
通
り
大
家
が
正
客
山
田
氏
が
相
伴
役

と
言
ふ
具
合
で
一
会
を
催
し
た
。
席
と
言
ふ
て
も
露
地
と
て
な
く
、

勿
論
灯
籠
な
ど
ア
ル
訳
も
な
く
、
然
し
夜
会
の
こ
と
と
て
灯
も
い

る
。
今
日
か
ら
考
え
る
と
お
可
笑
な
こ
と
だ
が
、
灯
を
点
し
た
い
為
、
其
頃

瀧
の
川
辺
で
土
産
も
の
に
売
っ
て
い
た
、
干
河フ

豚ク

の
提
灯
が
手
元
に

あ
っ
た
の
を
軒
先
に
ツ
ル
し
灯
籠
か
は
り
に
用
い
た
も
の
だ

　
時
刻
に
な
る
と
大
家
も
ヤ
ッ
テ
き
た
。
無
論
夕
餉
を
上
る
と
言
ふ
案

内
、
驚
い
た
は
大
家
、
イ
ツ
ノ
間
に
か
断
っ
た
の
に
建
増
し
が
出
来
て
い
る
こ 

― 

ｐ
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と
に
、
然
し
粗
末
な
が
ら
も
数
寄
屋
風
の
建
も
の
、
不
平
も
言
は
ず
に

席
に
通
っ
た
。
説
明
と
事
後
承
諾
は
山
田
の
役
、
食
事
が
出
る

お
酒
が
進
む
に
つ
れ
、
大
家
の
顔
も
ほ
こ
ろ
ん
で
き
た
。

　
懐
石
と
言
ふ
は
名
ば
か
り
で
も
食
事
が
終
り
、
い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
茶

と
言
ふ
事
に
な
っ
た
折
、
軒
先
に
へ
ん
な
物
音
、
障
子
を
あ
け
て
見

る
と
灯
の
蝋
燭
が
河
豚
提
灯
に
燃
え
つ
き
、
さ
か
ん
に
燃
え
て
い
る

驚
い
た
は
、
誰
よ
り
も
大
家
さ
ん
。
主
人
が
運
び
出
し
た
水
指
を
か
か

え
る
な
り
飛
出
し
て
軒
先
の
河
豚
提
ち
ん
に
ブ
ツ
掛
る
騒
ぎ 

―
―
―
―
― 
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幸
ひ
火
は
消
と
め
た
が
、
同
時
に
お
茶
事
も
ケ
シ
飛
ん
で
し
ま

い
滑
稽
中
に
解
散
し
た
と
言
ふ
笑
い
話
さ
え
あ
っ
た
。

　
私
は
茶
に
親
し
ん
だ
と
は
言
え
、
生
活
に
余
裕
の
な
い
身
分
、
い
か

に
簡
素
素
朴
の
侘
が
本
旨
で
あ
る
と
し
て
、
一
通
り
の
茶
器
ハ
必
用
（
マ
マ
）　

懐
石
で
も
催
す
と
せ
ば
粗
末
な
が
ら
食
器
も
い
る
。
震
災
で
無

一
物
の
私
に
も
、
そ
れ
が
と
て
近
作
の
新
物
に
手
を
そ
め
る
気
に

も
な
れ
ぬ
。
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
偽
物
で
な
い
か
ぎ
り
破
れ
茶
碗

一
ツ
で
も
欲ホ
シ

く
な
る
。
執
心
と
言
ふ
も
の
は
不
思
議
な
も
の
。
一
ツ
ふ
え
二
ツ
と 

― 
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駄
物
で
も
、
ド
ー
ニ
カ
一
通
り
調
ふ
よ
ふ
に
な
っ
た
は
、
昭
和
十
一
二
年
の
頃
。

そ
れ
と
て
、
道
具
茶
を
誇
る
よ
ふ
に
な
っ
た
其
頃
で
は
、
表
立
っ

て
釜
を
掛
る
気
に
も
な
れ
な
か
っ
た
。

　
古
い
物
で
は
、
茶
碗
茶
入
、
水
指
位
い
。
茶
杓
な
ど
多
く
は
自
作

物
で
あ
る
。
竹
の
花
入
な
ど
は
益
田
翁
か
ら
の
贈
り
物
か
、
こ
れ
又



50

添
え
た
程
で
あ
っ
た
が
、
今
日
で
は
そ
う
で
な
く
、
買
値
の
高
価

な
程
自
慢
顔
に
翌
日
に
も
茶
を
開
き
得
物
を
誇
る

と
言
ふ
茶
道
に
は
凡
そ
縁
遠
い
浅
間
し
さ
で
あ
る
。

　
そ
れ
程
に
時
代
の
推
移
は
茶
を
堕
落
に
導
い
て
い
る
。
尤

も
現
在
で
は
、
数
寄
者
其
の
物
が
利
益
さ
え
あ
ら
ば
、
一
会
の
茶

に
も
用
ゆ
（
マ
マ
）ず

と
言
ふ
利
益
主
義
者
の
罪
で
も
あ
ろ
う
。

　
私
が
茶
に
憧
る
原
因
は
兄
の
影
響
で
あ
る
こ
と
は
、
前
に
も
書 

―
―
―
―
― 
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い
た
が
、
茶
席
の
躙
口
を
く
ぐ
り
そ
め
た
の
は
三
十
四
五
年
前
で
あ
っ
た
。

業
と
し
て
の
私
の
技
術
は
初
歩
を
兄
に
師
従
し
て
学
ん
だ
。

　
文
人
趣
味
の
盛
ん
な
為
、
主
と
し
て
煎
茶
に
対
す
る
制
作
で

あ
っ
た
。
其
の
煎
茶
趣
味
も
次
第
に
日
本
個
有
（
マ
マ
）の

茶
道
隆

盛
と
倶
に
退
歩
、
か
げ
を
ひ
そ
め
る
よ
ふ
に
な
り
、
こ
う
言
ふ
趣
味

の
移
り
か
わ
り
と
共
に
、
一
ト
た
び
茶
室
の
幽
玄
閑
寂
な
雰
囲

気
に
直
面
し
た
私
ハ
、
露
地
の
構
成
主
人
の
心
入
れ
は
元
よ
り

懐
石
の
饗
応
に
も
同
坐
相
客
と
の
差
別
な
く
、
所
謂
今
日 
―
―
―
―
― 

ｐ
26

の
民
主
的
気
分
は
室
内
に
あ
ふ
れ
、
無
我
の
境
に
一
碗
の
茶
味

に
相
互
相
娯
み
、
器
物
の
色
彩
に
配
合
に
季
節
に
適
し
た

懐
石
庖
丁
に
も
質
素
の
な
か
に
も
主
人
の
客
に
対
す
る
礼
節

の
こ
も
り
淡
た
ん
な
る
も
の
に
、
初
心
の
私
は
深
い
憧
憬
を
そ
そ
っ
た
。

　
茶
席
の
憧
は
、
イ
ツ
ト
な
く
私
の
制
作
面
に
も
一
転
期
が
き
た
。

制
作
の
転
換
に
は
永
い
歳
月
に
渉
る
苦
心
も
あ
っ
た
。

　
間
も
な
く
大
正
十
二
年
九
月
一
日
に
起
っ
た
、
関
東
大
震
災
と
言
ふ

大
自
然
禍
は
襲
っ
た
。
突
如
に
起
き
た
こ
の
惨
害
に
は
、
第
二
次
大 

―
―
―
―
― 

ｐ
27

戦
に
大
都
市
爆
焼
前
あ
ら
か
じ
め
、
疎
開
準
備
は
な
く
、

市
街
の
大
部
は
江
戸
三
百
年
伝
来
の
財
宝
を
ア
タ
ラ
焼

失
の
難
に
遭
っ
た
。

　
そ
れ
ら
の
記
録
は
美
術
学
校
編
纂
、
震
災
焼
失
美

術
品
と
称
す
る
記
録
書
）
46
（

に
詳
記
し
て
あ
る
。

　
こ
の
震
害
に
よ
っ
て
日
本
橋
下
槇
町
）
47
（

家
屋
の
焼
滅
と
共
に

現
在
の
祥
雲
寺
）
48
（

境
内
雲
中
庵
に
永
住
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
の
雲
中
庵
は
、
初
め
亡
兄
魯
堂
が
閑
寂
で
あ
る
禅 

―
―
―
―
― 

ｐ
28

門
境
内
に
数
寄
茶
庵
を
営
み
、
都
下
同
好
家
を
招
き
雅

宴
を
催
し
、
其
頃
一
日
益
田
鈍
翁
初
め
高
橋
箒
庵
、
梅

沢
老
の
一
会
に
私
も
同
席
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　
其
折
箒
庵
宗
匠
に
よ
っ
て
庵
号
雲
中
庵
が
銘
名

せ
ら
れ
た
）
49
（

。
然
も
知
友
に
よ
っ
て
ハ
、
自
然
祥
雲
寺
に
ち
な
み
祥

雲
庵
な
ど
称
え
ら
れ
て
い
る
。

　
侘
び
し
き
な
が
ら
草
庵
の
あ
る
関
係
か
ら
、
茶
趣
味
も
自
然

に
興
味
を
深
め
る
よ
ふ
に
な
っ
た
。 

―
―
―
―
― 

ｐ
29

　
我
が
文
化
が
往
古
仏
教
伝
来
に
よ
っ
て
啓
発
さ
れ
て
已
来

工
芸
の
発
達
も
目
ざ
ま
し
く
、
多
く
の
貴
重
な
美
術
品
を

遺
し
た
。
室
町
時
代
か
ら
は
茶
道
も
、
入
明
禅
僧
の
も
た
ら
し

た
外
来
品
と
共
に
隆
昌
と
な
り
、
利
休
時
代
か
ら
は
茶
器

に
も
利
休
初
め
多
く
の
数
寄
者
の
好
に
（
マ
マ
）か

ら
有
能
な
作
者

を
指
導
制
作
し
、
外
来
品
と
共
に
併
用
さ
れ
た
。
随
っ
て
陶
工
に

は
長
次
郎
如
き
名
工
ら
も
輩
出
し
た
。

　
豊
太
閤
の
庇
護
に
よ
る
桃
山
時
代
の
芸
術
と
し
て
一
代
壮 

―
―
―
―
― 

ｐ
30

観
な
美
術
を
劃
し
た
の
も
利
休
等
の
影
響
か
ら
と
も
言
え
よ

ふ
。
海
外
に
迄
美
術
国
と
も
称
揚
さ
れ
る
程
の
美
術
品
存
在

は
、
そ
う
し
た
茶
道
に
依
っ
て
保
存
さ
れ
た
か
ら
で
も
あ
る
。
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兄
が
東
京
に
出
た
の
は
四
十
二
三
の
頃
即
ち
明
治
丗
八
年 

―
―
―
―
― 

ｐ
18

で
あ
っ
た
。
之
よ
り
先
き
余
ハ
明
治
丗
六
年
廿
二
才
に
し
て
一
家

は
梅
邨
先
生
の
誘
導
で
東
京
に
移
住
し
て
い
た
。

兄
の
上
京
は
或
る
事
情
の
た
め
余
が
郷
里
に
帰
省
の
や
む

な
き
に
到
っ
た
為
、
謂
ば
私
と
の
入
れ
か
わ
り
の
上
京
で
あ
っ
た
。

　
兄
は
京
橋
大
鋸
町
）
15
（

に
サ
サ
ヤ
カ
な
借
家
を
求
め
た
。
其

頃
の
京
橋
辺
に
は
茶
席
な
ど
構
え
し
家
は
ま
こ
と
に
稀

れ
で
寧
ろ
な
か
っ
た
と
言
ふ
て
い
よ
（
マ
マ
）位

い
、
兄
は
こ
の
狭
い
借
家
で
さ

え
其
の
一
間
を
茶
室
に
改
造
し
、
独
茶
の
境
致
を
娯
ん
で 

―
―
―
―
― 

ｐ
19

い
た
。

　
京
橋
の
こ
の
あ
た
り
は
、
関
東
大
震
災
前
ま
で
は
、
仲
通

と
言
え
ば
骨
董
商
が
軒
を
並
べ
て
い
た
だ
け
家
業
と
共
に

イ
ツ
カ
茶
友
も
出
来
る
よ
ふ
に
な
っ
た
。

　
其
頃
ま
で
ハ
東
京
も
明
治
初
年
か
ら
の
文
人
煎
茶
の
流

行
時
で
あ
っ
た
が
、
茶
家
に
ハ

　
松
浦
伯
）
16
（

、
石
黒
男
）
17
（

、
室
町
三
井
）
18
（

、
南
三
井
）
19
（

、
益
田
鈍
翁
仝

江
（
マ
マ
）艶

英
作
）
20
（

、
根
岸
克
徳
）
21
（

の
三
兄
弟
、
浅
田
）
22
（

、青
地
）
23
（

、
大
住
）
24
（

、

 

―
―
―
―
― 
ｐ
20

伊
集
院
）
25
（

、
安
田
）
26
（

、
柏
木
）
27
（

、
朝
吹
）
28
（

、
赤
星
）
29
（

、
近
藤
）
30
（

、
加
藤
）
31
（

、
瓜
生）
32
（

馬
越
、
戸
塚
）
33
（

、
小
平
）
34
（

、
若
井
）
35
（

、
高
橋
箒
庵
）
36
（

な
ど
の
諸
家
が
あ
り
、

　
道
具
商
に
は
、
三
好
町
梅
沢
鈴
安
）
37
（

を
始
め
山
澄
）
38
（

、
大
善）
39
（

大
元
）
40
（

、
相
彦
）
41
（

、
八
田
）
42
（

の
一
流
が
覇
を
き
そ
う
て
い
た
。

　
当
時
数
寄
者
で
ハ
、
松
浦
、
石
黒
、
安
田
赤
星
伊
集

院
氏
等
が
先
輩
格
で
あ
っ
た
よ
ふ
だ

　
茶
道
具
商
に
し
て
も
当
時
の
人
々
は
商
買
と
言
ふ
よ
り

何
れ
も
自
己
の
趣
味
と
数
寄
に
依
っ
て
の
営
業
で
従
っ
て
鑑 

―
―
―
―
― 

ｐ
21

識
に
も
明
く
話
術
に
も
た
け
、
茶
道
具
商
と
言
ふ
よ
り
数
寄
者

と
も
言
ふ
べ
き
風
格
を
そ
な
え
て
い
た
よ
ふ
だ
。

　
こ
う
し
た
折
の
兄
は
田
舎
出
直
後
と
て
、
こ
れ
ら
の
大
家
や

道
具
商
の
人
々
に
接
す
る
機
会
も
あ
ろ
う
筈
も
な
い
。

　
南
鞘
町
）
43
（

に
名
古
屋
出
身
で
今
の
東
京
美
術
倶
楽
部

専
務
で
あ
る
、
山
田
瓢
庵
）
44
（

君
の
厳
父
保
太
（
マ
マ
）郎
）
45
（

氏
が
サ
サ
ヤ
カ

な
商
舗
と
迄
も
ゆ
か
ぬ
に
茶
に
親
ん
で
い
た
。
イ
ツ
カ
互
に
交
遊

を
交
え
た
、
山
田
氏
も
兄
と
は
意
気
投
合
と
も
言
ふ
べ
き
か
、
利 

―
―
―
―
― 

ｐ
22

害
を
放
れ
て
茶
に
ひ
た
し
み
器
物
の
交
流
を
か
わ
し
た
も
の
だ
。

　
器
物
は
茶
家
に
と
っ
て
最
も
あ
こ
が
れ
で
あ
る
。
然
し
今
日
の

よ
ふ
な
名
器
で
な
く
て
も
一
品
の
得
物
に
も
互
に
観
賞
清

談
に
ふ
け
っ
た
よ
ふ
で
あ
る
。
器
物
は
そ
の
人
に
よ
っ
て
活
用
さ
れ
（
マ
マ
）

も
の
に
て
、
如
何
な
る
名
器
も
人
を
得
ざ
れ
ば
死
物
と
な
る
。

今
日
の
如
き
伝
来
や
箱
書
に
拘
泥
せ
ず
、
た
だ
茶
の
真
意

を
本
旨
と
し
て
行
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
兄
等
の
場
合
特
に
そ
れ
に

よ
る
意
（
マ
マ
）外

は
な
か
っ
た
。
当
時
の
道
具
商
に
も
日
頃
常
釜 

―
―
―
―
― 

ｐ
23

に
て
自
ら
娯
し
み
且
つ
数
寄
者
へ
も
互
楽
の
境
致
を
与
え

た
よ
ふ
で
あ
る
。

　
近
年
の
茶
の
よ
ふ
に
、
席
中
に
於
て
も
、
器
物
の
評
価
や
高
価

を
誇
る
粗
野
な
対
話
な
ど
の
見
醜
さ
は
な
く
、
こ
れ
な
ど
は

多
く
は
所
有
数
寄
者
の
歓
心
を
そ
そ
る
下
劣
な
商
業
手

段
で
あ
っ
て
、
上
方
商
人
に
特
に
多
く
見
受
け
る
醜
状
で
あ
る
。

　
其
頃
も
入
札
や
商
人
の
器
物
交
換
会
な
ど
行
わ
れ
た
が
、

落
札
者
た
る
数
寄
者
の
名
も
秘
し
て
発
表
せ
ず
、
商
人
又 

―
―
―
―
― 

ｐ
24

数
年
秘
蔵
し
他
人
の
忘
れ
し
頃
初
め
て
、
茶
に
用
い
興
味
を
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利
休
に
は
何
と
言
っ
て
も
、
侘
び
茶
が
本
志
で
あ
っ
た
。
公
的

を
放
れ
た
、
彼
れ
の
茶
は
、
利
休
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
茶
席
の

構
え
を
見
て
も
知
ら
れ
る
。
然
し
私
ハ
真
の
侘
び
茶
に
徹
し 

―
―
―
―
― 

ｐ
12

た
の
は
、
利
休
の
孫
、
不
審
庵
宗
旦
で
あ
っ
た
と
思
ふ
。

　
利
休
の
死
後
、
利
休
一
門
は
秀
吉
の
い
か
り
を
う
け
、
一
時
身
の

お
き
処
さ
え
な
か
っ
た
。
小
庵
の
子
宗
旦
に
よ
っ
て
、
千
家
の
復
興

は
見
え
た
が
、
祖
父
利
休
と
ち
が
い
、
謂
ば
町
宗
匠
と
も
言
ふ

べ
き
境
遇
と
宗
旦
の
人
と
な
り
が
侘
茶
に
専
念
さ
し
た
こ
と

と
考
え
ら
れ
る
。
宗
旦
の
幽
玄
な
茶
こ
そ
私
は
茶
道
の

妙
徹
を
伝
え
た
と
も
言
ふ
べ
き
で
あ
る
。

　
前
お
き
が
永
く
な
っ
た
が
、
自
分
が
茶
に
ひ
た
し
む
動
機
は 

―
―
―
―
― 

ｐ
13

家
兄
故
魯
堂
の
物
数
寄
に
誘
道
（
マ
マ
）さ

れ
た
の
が
最
初
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
一
寸
兄
の
茶
趣
味
に
つ
い
て
書
い
て
見
た
い
。

家
兄
の
茶
の
趣
味
は
彼
れ
が
廿
才
前
後
の
放
浪
時
代
か
ら
で

あ
る
。
北
筑
の
遠
賀
川
河
畔
の
一
寒
村
に
生
ま
れ
た
魯
堂
は

其
頃
既
に
肥
前
唐
津
に
在
住
し
て
い
た
。

　
唐
津
は
衆
知
の
通
り
、
文
禄
の
役
頃
豊
太
閤
が
朝
鮮
攻

略
の
為
、
軍
を
進
め
、
統
帥
の
た
め
其
の
本
営
と
し
て
知
ら

れ
た
肥
前
名
護
屋
の
地
で
あ
る
。
秀
吉
在
陣
中
ハ
自
ら
数
寄
屋 

―
―
―
―
― 

ｐ
14

を
構
え
諸
大
名
又
名
護
屋
は
元
よ
り
、
物
資
の
調
達
地

筑
前
博
多
箱
崎
な
ど
と
共
に
数
寄
家
を
か
ま
え
茶
事
の

交
歓
を
か
わ
し
た
も
の
だ
。
当
時
博
多
の
豪
商
神
谷
（
マ
マ
）宗

湛
島
井
宗
室
な
ど
の
大
茶
人
の
い
た
こ
と
は
、
茶
事
の
隆
盛
を

そ
そ
っ
た
事
と
思
ふ
。
茶
に
因
り
の
深
い
唐
津
は
、
九
州
地
方

に
行
は
れ
た
文
人
的
趣
味
に
比
し
茶
道
の
迹
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
。

　
十
五
六
才
頃
か
ら
片
田
舎
で
あ
り
な
が
ら
、
庄
屋
を
勤
め
た 

―
―
―
―
― 

ｐ
15

宗
家
と
家
業
が
、
直
方
藩
ご
用
を
勤
め
た
関
係
か
ら
か

画
に
音
楽
に
ひ
た
し
み
、
窮
乏
し
た
幕
末
寒
村
時
代
母
を

も
苦
め
た
も
の
だ
。

　
唐
津
在
住
時
代
に
こ
ん
な
逸
話
が
あ
る
。

当
時
兄
の
妻
は
手
芸
に
達
じ
、
特
に
ハ
タ
織
が
堪
能
で
あ

っ
た
の
で
、
他
家
の
依
頼
で
機
を
織
り
家
計
を
助
け
て
い
た
。
処

が
機
に
必
用
な
原
糸
の
買
入
れ
を
主
人
に
托
し
前
借
金
を
渡

し
た
も
の
だ
。
処
が
市
に
出
た
兄
は
、
町
を
歩
く
う
ち
、
古
道
具
屋 

―
―
―
―
― 

ｐ
16

の
店
頭
に
古
い
茶
釜
の
あ
る
の
を
見
て
、
矢
も
楯
も
た
ま
ら
ず

欲
く
な
り
、
前
借
糸
代
も
忘
れ
其
の
釜
を
求
め
、
意
気
よ
う

よ
う
と
持
帰
っ
た
。
納
ま
ら
ぬ
は
妻
だ
。
こ
れ
が
夫
婦
争
ひ
の

種
に
な
り
、
低
頭
平
身
の
上ア
ゲ
ク句

釜
の
沸
音
を
き
い
た
と
言

ふ
珍
事
が
あ
っ
た
。

　
青
年
時
代
も
こ
ん
な
嗜
み
の
あ
っ
た
彼
れ
は
、
一
般
に
見
る

が
如
き
閑
人
風
流
事
で
な
く
、
其
の
素
質
に
養
は
れ
た
茶

道
に
依
っ
て
、
晩
年
の
達
成
を
見
た
こ
と
と
思
は
れ
る
。 

―
―
―
―
― 

ｐ
17

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
唐
津
在
住
三
年
に
し
て
下
之
関
に
移
住

し
た
。
下
之
関
時
代
に
も
田
舎
茶
人
を
相
手
に
乏
し
き
な
か

に
も
茶
家
と
交
遊
を
終
始
し
て
い
た
。

　
当
時
我
々
兄
弟
に
は
指
（
マ
マ
）援

者
で
あ
っ
た
、
梅
邨
瓜
生

寅
）
11
（

氏
を
始
め
、
当
時
日
本
銀
行
支
店
長
高
橋
是
清
）
12
（

氏

九
鉄
初
代
社
長
高
橋
新
吉
）
13
（

氏
の
外
松
方
正
義
）
14
（

侯
な
ど

の
知
遇
を
得
て
い
た
。
　



53

称
す
る
成
金
者
の
輩
出
で
あ
る
。
イ
タ
ミ
つ
け
ら
れ
た
国
家
財
政

は
、
被
占
領
下
、
終
戦
処
理
費
や
、
国
の
復
興
に
民
衆
に
は
耐

え
が
た
い
徴
税
を
行
っ
た
。

　
利
に
さ
と
き
之
等
成
金
者
達
ハ
、
こ
の
徴
税
を
免
る
方
法

と
し
て
、
着
目
し
た
の
は
、
徴
税
に
至
難
で
あ
る
骨
董
美
術
品 

―
―
―
―
― 

ｐ
６

で
あ
る
。
財
の
一
部
を
茶
器
美
術
品
に
投
資
し
た
。

　
元
よ
り
彼
等
に
は
、
美
術
品
や
茶
器
に
た
い
す
る
鑑
賞
的

素
養
な
ど
あ
ろ
う
筈
は
な
く
、
只
伝
来
つ
き
名
器
又
ハ
旧
処

蔵
者
の
名
に
よ
っ
て
、
其
の
是
非
判
断
の
み
で
あ
っ
た
。

　
何
々
家
伝
来
大
名
物
と
か
著
名
の
数
寄
者
の
蔵
器
と
か
が

　
そ
れ
で
あ
る
。

自
分
の
知
る
狭
い
範
囲
で
さ
え
、
明
治
初
年
よ
り
昭
和
中
期
に

か
け
一
代
の
茶
家
で
あ
っ
た
、
故
益
田
鈍
翁
ハ
、
茶
家
と
言
ふ
の 

―
―
―
―
― 

ｐ
７

み
で
な
く
、
古
美
術
蒐
集
家
と
し
て
ハ
、
海
外
に
ま
で
知
ら
れ
し

大
家
で
あ
っ
た
。
随
て
多
く
の
名
器
処
蔵
家
で 

あ
っ
た
。

そ
れ
ら
の
蔵
品
も
、
趣
味
の
な
い
後
継
者
に
よ
っ
て
、
多
く
ハ
散
逸

さ
れ
た
。
こ
の
外
團
家
（
４
） 

、
井
上
（
５
） 

、
馬
越（
６
）、

小
倉（
７
）、

の
諸
家
は
勿
論
旧
大

名
の
世
襲
的
家
宝
は
手
放
さ
れ
一
時
は
、
そ
れ
ら
の
器
物
が
市

に
あ
ぶ
れ
る
有
様
、
時
代
の
変
遷
は
如
何
と
も
防
ぐ
こ
と
も
出
来

な
か
っ
た
。
こ
の
間
利
す
る
は
仲
介
者
商
人
の
み
で
あ
る
。

こ
ん
な
訳
で
、
現
在
の
処
有
者
に
、
真
の
茶
道
を
理
解
し
器 

―
―
―
―
― 

ｐ
８

物
賞
玩
の
趣
味
を
望
ま
れ
な
い
の
は
謂
ふ
ま
で
も
な
く
、
寧
ろ
私

財
保
存
的
投
資
の
死
蔵
家
と
も
言
ふ
べ
（
マ
マ
）影

向
で
も
あ
る
。

　
復
興
し
た
今
日
の
茶
は
又
た
だ
無
意
識
に
名
器
の
羅
列

か
、
さ
も
な
く
ば
茶
宗
匠
達
に
よ
る
、
有
閑
婦
人
令
嬢
へ
の
作
法

的
茶
の
湯
と
言
ふ
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
某
氏
の
主

催
す
る
茶
道
学
会
な
る
門
人
指
導
に
依
り
、
爾
後
、
筍
式
宗

匠
の
簇
出
を
見
て
も
う
な
づ
か
れ
る
。

　
現
在
の
茶
に
も
故
益
田
鈍
翁
主
催
御
殿
山
以
来
の
道
業 

―
―
―
―
― 

ｐ
９

太（
マ
マ
）師

会（
８
）も

廿
四
年
か
ら
復
興
し
、
美
術
倶
楽
部
に
於
る
東
茶

会（
９
）、

或
ハ
北
鎌
倉
で
の
好
日
会
）
10
（

等
の
月
並
茶
を
初
め
、
多
く
の

茶
匠
に
よ
る
茶
事
が
大
衆
的
に
行
は
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
興
業
的
茶
事
に
茶
道
の
真
髄
を
望
め
よ
ふ

筈
の
な
い
の
は
謂
ふ
ま
で
も
な
い
。

　
茶
道
は
本
来
が
宗
教
的
精
神
修
養
で
あ
り
、
そ
れ
に

よ
っ
て
人
格
の
昴
上
を
倶
い
、
日
常
的
に
も
幽
雅
無
飾
の
社
交
的

趣
味
に
よ
っ
て
生
活
の
豊
さ
を
与
ゆ
べ
き
点
か
ら
、
華
美
好
食 

―
―
―
―
― 

ｐ
10

に
依
る
べ
き
物
で
は
な
い
。

　
室
町
時
代
南
都
の
僧
珠
光
に
よ
っ
て
茶
は
本
格
化
さ
れ
た

が
、
そ
れ
は
足
利
幕
府
下
の
豪
華
茶
で
あ
っ
た
。

　
紹
鴎
、
道
陳
に
至
り
、
民
衆
的
侘
び
化
さ
れ
た
と
は
言
え
、
そ
の

衣
鉢
を
得
た
利
休
に
よ
っ
て
達
成
せ
ら
れ
た
。

　
利
休
と
て
、
信
長
か
ら
豊
公
を
主
と
し
て
の
茶
道
は
、
世

に
伝
え
ら
る
が
如
き
普
通
侘
茶
と
の
み
で
な
か
っ
た
よ
ふ
に
も
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
織
田
氏
や
秀
吉
の
茶
事
の
有 

―
―
―
―
― 

ｐ
11

様
を
見
て
も
察
し
ら
れ
る
。
然
し
秀
吉
の
北
野
に
催
し
た
大

茶
の
湯
に
は
、
茶
の
心
得
あ
る
者
は
士
分
は
元
よ
り
町
人
迄
、
身

分
の
差
別
な
く
参
加
を
う
な
が
し
た
点
か
ら
も
、
大
名
茶
以
外

侘
び
数
寄
の
さ
ま
が
、
よ
く
理
解
せ
ら
れ
、
指
導
者
利
休

の
侘
び
茶
に
対
す
る
影
向
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
影
印
本
上
巻
の
頁
番
号
）

雲
中
庵
茶
会
記
　
一 

―
―
―
―
― 

ｐ
１

私
の
茶
会
記
序
文
　
有
望
（
花
押
） 

―
―
―
―
― 

ｐ
２

　
昭
和
廿
六
年
八
月
盛
夏
の
つ
れ
づ
れ
に
唯
一
の
趣
味
で
あ
る 

―
―
―
―
― 

ｐ
３

　
喫
茶
に
つ
い
て
自
分
の
茶
に
関
し
た
事
を
消
夏
的
に

　
編
で
見
る
こ
と
に
し
た

茶
の
歴
史
に
つ
い
て
は
古
来
か
ら
現
在
に
到
る
ま
で
、
多
く
の
史
家

に
よ
っ
て
其
の
記
録
に
著
書
に
発
表
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
省
略

す
る
。

終
戦
後
の
茶
道
は
、
人
心
の
浮
動
と
占
領
軍
進
駐
に
倶
い
、
民

主
化
指
導
と
思
想
変
化
は
急
劇
な
歩
を
進
め
た
。

従
っ
て
道
義
観
念
も
乏
し
く
な
り
、
特
に
青
年
女
子
間
に
は
、
著 

―
―
―
―
― 

ｐ
４

き
影
響
を
与
え
た
。
然
し
い
つ
の
時
代
に
も
、
廃
退
世
相
の
半
面
民

族
精
神
の
復
興
は
倶
ふ
も
の
で
あ
る
。

　
茶
道
に
於
て
も
、
こ
こ
二
三
年
前
か
ら
、
人
心
の
落
着
き
と
共
に

宗
匠
や
茶
器
商
に
よ
っ
て
復
活
を
見
る
に
到
っ
た
。
た
だ
然
し

戦
前
行
は
れ
た
、
観
賞
的
古
美
術
愛
好
と
倶
に
、
所
謂
、
和

敬
清
寂
を
基
盤
と
し
た
茶
道
精
神
の
趣
味
は
蔭
を

ひ
そ
め
た
。
其
の
原
因
は
言
ふ
迄
も
な
く
、
終
戦
前
後
、
特
に
敗

戦
の
国
内
財
政
窮
乏
は
、
旧
資
本
家
の
財
産
没
収
と
生
活 

―
―
―
―
― 

ｐ
５

の
急
迫
に
よ
る
没
落
は
、
家
宝
的
茶
器
美
術
品
の
散
逸

に
よ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
処
が
面
白
い
現
象
は
、
こ
う
し
た
、
没
落
者
の
陰
に
、
戦
後
派
と

『雲中庵茶会記』第一冊冒頭

影印本（味岡敏雄編、平成 9 年発行）より転載
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『
雲
中
庵
茶
会
記
』
は
、
木
工
芸
家
に
し
て
茶
人
で
あ
っ
た
仰お

お

木ぎ

政せ
い

斎さ
い

（
一
八
七
九
―

一
九
五
九
）
が
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
一
月
か
ら
同
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
四
月

ま
で
に
参
席
し
た
諸
家
の
茶
事
、
及
び
自
身
が
催
し
た
茶
事
な
ど
を
記
録
し
た
も
の
で
、

全
二
十
冊
か
ら
な
る
。
本
書
の
存
在
は
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
に
発
行
さ
れ
た
二
冊
組

の
影
印
本

（
１
）

に
よ
っ
て
世
に
知
ら
れ
て
い
る
。

政
斎
は
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）、福
岡
県
遠
賀
郡
に
生
ま
れ
、本
名
を
政
次
と
い
う
。

長
兄
に
数
寄
屋
建
築
の
名
手
と
し
て
活
躍
し
た
建
築
家
に
し
て
茶
人
で
あ
っ
た
仰
木
魯ろ

堂ど
う

（
一
八
六
三
―
一
九
四
一
）（
本
名
は
敬
一
郎
）
を
も
つ
。
魯
堂
の
も
と
で
指さ

し

物も
の

師
と
し
て

の
修
業
を
積
み
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
上
京
。
木
工
芸
家
と
し
て
の
実
績
を

重
ね
る
一
方
で
、
魯
堂
の
影
響
で
始
め
た
茶
の
湯
に
造
詣
を
深
め
、
益
田
鈍ど

ん

翁お
う（
２
）を

は
じ
め

と
す
る
多
く
の
高
名
な
近
代
数
寄
者
と
交
流
し
た
。

本
書
は
、
か
く
し
て
茶
を
通
じ
た
幅
広
い
人
的
交
流
の
詳
細
な
記
録
で
あ
り
、
戦
前
か

ら
戦
後
に
か
け
て
の
茶
道
史
を
紡
い
だ
近
代
数
寄
者
た
ち
の
動
向
を
詳
ら
か
に
伝
え
る
貴

重
な
文
献
資
料
で
あ
る
。
ま
た
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
北
大
路
魯ろ

山さ
ん

人じ
ん

を
通
じ
て
知

り
合
っ
た
松
永
耳じ

庵あ
ん（
３
）と

は
終
生
の
茶
友
と
し
て
交
流
し
、
の
ち
に
「
最
後
の
大
茶
人
」
と

謳
わ
れ
た
耳
庵
の
茶
事
に
つ
い
て
、
本
書
ほ
ど
実
時
間
的
か
つ
客
観
的
に
記
録
し
た
文
献

は
他
に
例
を
み
な
い
。

そ
こ
で
福
岡
市
美
術
館
で
は
古
美
術
担
当
学
芸
員
に
よ
っ
て
、
影
印
本
を
底
本
と
し
た

定
期
的
な
読
書
会
を
行
い
、
翻
刻
を
進
め
て
い
る
。
読
書
会
は
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ

る
が
、
成
果
は
今
後
随
時
、
本
紀
要
に
て
報
告
す
る
計
画
で
あ
る
。

そ
の
第
一
回
目
と
な
る
本
稿
で
は
、
本
書
第
一
冊
の
前
半
部
を
占
め
る
「
私
の
茶
会
記

序
文
」
の
翻
刻
稿
を
掲
載
す
る
。
こ
の
序
文
は
「
昭
和
廿
六
年
八
月
盛
夏
の
つ
れ
づ
れ
に

〜
」
と
始
ま
り
、
末
文
に
は
、
最
初
期
に
記
録
し
た
茶
会
記
の
多
く
が
震
災
戦
災
の
影
響

で
失
わ
れ
た
こ
と
を
挙
げ
て「
現
在
残
る
手
元
の
日
記
の
内
よ
り
記
録
す
る
こ
と
に
し
た
」

と
あ
る
よ
う
に
、
本
書
が
、
早
く
と
も
昭
和
五
年
か
ら
政
斎
が
書
き
貯
め
た
日
記
の
内
容

に
基
づ
い
て
、
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
よ
り
改
め
て
起
稿
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
こ
こ
に
は
本
書
の
主
題
た
る
諸
家
の
茶
会
記
へ
と
導
く
た
め
の
序
章
と
し
て
、
近

世
か
ら
近
代
に
至
る
茶
の
湯
に
関
す
る
自
論
、
兄
魯
堂
の
こ
と
、
そ
し
て
自
身
が
茶
に
親

し
む
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
な
ど
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

 

（
ご
と
う
ひ
さ
し
　
福
岡
市
美
術
館
主
任
学
芸
主
事
）

 

（
い
わ
な
が
え
つ
こ
　
福
岡
市
美
術
館
学
芸
課
長
）

 

（
み
や
た
だ
い
き
　
福
岡
市
美
術
館
学
芸
員
）

凡
例

１
　 

文
字
組
や
改
行
位
置
は
原
文
の
通
り
と
し
、影
印
本
と
照
合
す
る
際
の
便
宜
を
考
え
、

影
印
本
の
当
該
ペ
ー
ジ
番
号
を
表
示
し
た
。

２
　 

漢
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
が
、
常
用
漢
字
に
含
ま
れ
な
い
漢
字
及
び

一
部
の
人
名
表
記
で
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

３
　
変
体
仮
名
は
現
用
字
体
に
改
め
た
。

４
　 

踊
り
字
は
原
則
と
し
て
同
音
の
平
仮
名
表
記
に
改
め
た
が
、「
々
」
は
原
文
の
ま
ま

と
し
た
。

５
　 

原
文
に
お
い
て
明
ら
か
な
誤
字
脱
字
や
意
味
の
通
ら
な
い
文
で
も
そ
の
ま
ま
表
記

し
、
適
宜
傍
ら
に
（
マ
マ
）
を
付
す
か
、
註
記
し
た
。

６
　 
原
文
に
お
い
て
文
字
の
訂
正
が
な
さ
れ
た
部
分
は
、
新
た
に
書
か
れ
た
文
字
の
み
を

示
し
た
。
補
記
と
し
て
傍
ら
に
加
え
ら
れ
た
文
字
は
、
丸
括
弧
に
入
れ
て
行
内
の
該

当
箇
所
に
入
れ
た
。

７
　 

区
切
り
符
号
の
位
置
は
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
文
意
に
沿
っ
て
翻
刻
者
が
句
点
と

読
点
を
区
別
し
た
。

後
藤

　恒

岩
永
悦
子

宮
田
太
樹

『
雲
中
庵
茶
会
記
』
翻
刻
稿
①
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■ 表紙写真 ■
蔦唐草文様更紗　中部ジャワ・ソロ産

Birds in Arabesque Motif of Sarasa, Solo, Central Java, Indonesia
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